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い
い
コ
ト
加
わ
る
、

プ
ラ
ス
き
り
し
ま

霧
島
市
民
の
ラ
ジ
オ
局
が
開
局
し
ま
す

広告



霧島市に密着し
たコミュニティ

ー放送局

「ＦＭきりしま
」が６月27日（予

定）、開局し

ます。愛称は「プ
ラスきりしま」。この放送を

通して、人と人
、地域と地域を

つなぎ、新

しい魅力を生み
出していこうと

名付けられ

ました。

テレビ、新聞、
インターネット

など、社

会に情報があふ
れるなか、なぜ

今、地域密

着型ラジオ放送
なのか。その魅

力と今後の

可能性について
探ります。

ラジオ愛好家は
もちろん、普段

ラジオを

聞かないあなた
も。周波数は7

6.9。

い
よ
い
よ
始
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
放
送
、
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
放
送
と
は
、
平

成
４（
１
９
９
２
）年
に
制
度
化
さ

れ
た
も
の
で
、
市
町
村
な
ど
限
ら

れ
た
範
囲
を
放
送
対
象
と
す
る
地

域
密
着
型
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
す
。

超
短
波
放
送（
Ｆ
Ｍ
）用
周
波
数
を

使
用
す
る
放
送
で
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

広
域
放
送
や
県
域
放
送
よ
り
放

送
対
象
地
域
が
狭
い
こ
と
か
ら
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
番
組
や
、

地
域
住
民
が
出
演
し
た
り
番
組
制

Ｍ
は
道
路
や
避
難
所
な
ど
身
近
な

情
報
を
提
供
。
多
く
の
被
災
者
の

力
に
な
り
ま
し
た
。

㈱
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
局
長
の
鳥
丸

恵
介
さ
ん（
43
）は
「
災
害
時
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23

年
１
月
の
新
燃
岳
噴
火
で
、
よ
り

現
実
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
火
山
と
共
生
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
私
た
ち
霧
島
市

民
に
と
っ
て
心
強
い
存
在
に
な
る

は
ず
で
す
」
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

受
信
エ
リ
ア
と
専
用
ア
プ
リ

現
在
の
受
信
エ
リ
ア
で
は
、
市

内
の
92
％
以
上
の
世
帯
で
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
は
、
送
信
所
と
受
信

所
の
間
に
山
や
ビ
ル
な
ど
の
障
害

物
が
あ
れ
ば
聞
こ
え
に
く
い
と
い

う
性
質
が
あ
り
ま
す
。
Ｆ
Ｍ
き
り

し
ま
は
国
分
の
城
山
公
園
に
送
信

所
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
地
形
上
、

山
の
裏
側
な
ど
ど
う
し
て
も
電
波

の
届
か
な
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
補
う
の
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
使
え
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
以
下
ア

プ
リ
）。
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
で
は
独

自
の
ア
プ
リ
を
制
作
し
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
の
入
ら
な
い
場
所
に
い
て

も
、
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

れ
ば
、
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎ 市内の放送区域

受信エリア

聞きづらい地区
（指定電界以下となる地域）

㈱FMきりしま局長
鳥丸恵介さん

きりしまミクス代表
大山隆弘さん

放送開始後は、ＦＭきり
しまのホームページから
プラスきりしまのスマー
トフォン専用アプリをダ
ウンロードできます。ラ
ジオの入らない場所にい
ても、スマートフォンが
圏外でなければ放送を聞
くことができます。

プ
ラ
ス
き
り
し
ま
の

ア
プ
リ
が
で
き
ま
し
た

作
に
参
加
し
た
り
す
る
双
方
向
性

の
番
組
、
緊
急
時
や
災
害
時
の
情

報
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
密

接
に
関
わ
る
話
題
を
提
供
す
る
霧

島
市
民
の
た
め
の
ラ
ジ
オ
局
で
す
。

霧
島
市
を
ひ
と
つ
に

県
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ

と
し
て
は
11
番
目
に
開
局
す
る
Ｆ

Ｍ
き
り
し
ま
。
運
営
す
る
㈱
Ｆ
Ｍ

き
り
し
ま
は
平
成
24
年
11
月
15
日

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
以
降

は
も
ち
ろ
ん
、
設
立
ま
で
の
数
年

間
、
構
想
を
練
り
、
研
修
を
重
ね
、

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
市
内
の
団
体
を
支
援
し
商

店
街
活
性
化
な
ど
を
行
う
合
同
会

社
「
き
り
し
ま
ミ
ク
ス
」
の
大
山

隆
弘
代
表（
47
）は
、
準
備
段
階
か

ら
携
わ
っ
て
い
る
一
人
。「
合
併

し
て
７
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
今

で
も
ほ
か
の
地
域
の
こ
と
は
知
ら

な
い
、
興
味
が
な
い
と
い
う
声
を

耳
に
し
ま
す
。
ま
ず
は
ほ
か
の
地

域
の
こ
と
を
知
り
、
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
が
大
事
。“
私
た
ち
の

霧
島
市
”
と
い
う
意
識
を
育
て
る

た
め
に
、
身
近
な
情
報
を
提
供
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
は
最
高

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

だ
と
考
え
ま
し
た
」
と
設
立
の

き
っ
か
け
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

緊
急
時
に
で
き
る
こ
と

設
立
に
は
も
う
一
つ
、
大
き
な

目
的
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

緊
急
時
、
災
害
時
の
放
送
。

平
成
16
年
に
発
生
し
た
新
潟
県

中
越
地
震
、
平
成
19
年
の
同
県
中

越
沖
地
震
、
平
成
22
年
の
奄
美
豪

雨
災
害
、
そ
し
て
平
成
23
年
の
東

日
本
大
震
災
。
こ
れ
ら
多
く
の
災

害
時
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
遮
断

さ
れ
、
使
え
な
く
な
っ
た
テ
レ
ビ

や
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代

わ
っ
て
、
ラ
ジ
オ
は
災
害
情
報
を

発
信
し
続
け
ま
し
た
。
特
に
地
域

に
根
差
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ

いいコト 加わる、プラスきりしま

人
と
地
域
を
つ
な
ぎ
、未
来
を
つ
く
る

霧島
市民
の

ラジ
オ局
が

開局
しま
す

※開局日（放送開始日）は変更になる場合があります。
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霧島市を愛する人たちと共に
これからのまちづくりの
ムーブメントを創りだします。

毎
日
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
10

時
ま
で
を
ほ
と
ん
ど
生
放
送
で
送

る
プ
ラ
ス
き
り
し
ま
。
霧
島
の
旬

の
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

◦�

商
店
街
で
の
中
継
や
店
員
さ
ん

の
電
話
出
演
、
ス
タ
ジ
オ
参
加

な
ど
で
旬
の
お
店
の
買
い
物
情

報
な
ど
を
お
知
ら
せ
。

◦�

イ
ベ
ン
ト
告
知
や
実
際
の
イ
ベ

ン
ト
に
乗
り
こ
ん
で
中
継
。
現

場
の
盛
り
上
が
り
を
伝
え
る
。

◦�

毎
日
、
朝
・
夕
の
２
回
、
霧
島

市
か
ら
行
政
情
報
を
お
知
ら
せ
。

◦�

迷
い
犬
や
猫
の
情
報
提
供
、
子

犬
・
子
猫
の
里
親
探
し
な
ど
、

小
さ
な
情
報
も
お
届
け
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
学
校
や
地
域
、

各
種
団
体
の
人
た
ち
な
ど
大
勢
の

市
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、
楽

し
い
、
新
し
い
番
組
を
作
っ
て
い

こ
う
と
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
聞
い
て
み
よ
う

ラ
ジ
オ
を
付
け
て
み
た
ら
、
よ

く
行
く
お
店
の
情
報
が
流
れ
て
い

た
。
知
っ
て
る
人
が
出
演
し
て
た
。

そ
れ
っ
て
ち
ょ
っ
と
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
せ
ん
か
。「
わ
が
子
の
出
演
」

と
も
な
れ
ば
、
き
っ
と
家
族
は
大

騒
ぎ
。

プ
ラ
ス
き
り
し
ま
は
、
霧
島
市

民
の
生
活
や
心
に
寄
り
添
っ
た
放

送
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

決
し
て
起
き
て
ほ
し
く
な
い
災

害
で
す
が
、
も
し
も
の
時
の
心
強

い
味
方
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
ラ
ジ
オ
を
準
備
し
て
、

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

周
波
数
は
76
・
９
。

プ
ラ
ス
の
こ
と
が
、
プ
ラ
ス
さ

れ
て
い
く
、
プ
ラ
ス
き
り
し
ま
。

魅
力
と
可
能
性
に
あ
ふ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
を
育
て
て
い

く
の
は
私
た
ち
霧
島
市
民
で
す
。

※番組内容、時間帯は変更になる場合があります。

いいコト加わる、プラスきりしま

放送開始を待ち望んでいまし
た。地元の身近なニュースを
リアルタイムで聞けるのはと
ても魅力的。店内でもBGM
として流す予定です。お店の
情報も発信できるので、お店
とお客さまの距離がより近づ
き、商店街が盛り上がってい
くことを期待しています。

仕事をしながら情報を得るこ
とができるので、農作業中は
いつもラジオを流しています。
さらに身近なFMきりしまの
放送が楽しみ。放送を通し
て、旧市町の壁を壊し、みん
なの気持ちがまとまっていっ
たらいいなと思います。市内
各地の情報を聞きたいです。

商店街の
活性化に期待

霧島市が
一つになるツール

鶴
田
和
廣
さ
ん（
国
分
在
住
）

有
村
啓
太
さ
ん（
溝
辺
町
在
住
）

Q&AコミュニティーＦＭの魅力とそれが生みだす
可能性について、㈱ＦＭきりしま代表取締役の
家村信弘さんに話を聞きました。
Ｑ１ �コミュニティーＦＭの魅力は何ですか

コミュニティーＦＭは出会いを生みます。限
られた地域内の身近な情報は、リスナーを動か
す力があります。例えば、身近な商店街の買い
物情報やイベント情報、行政の健康・福祉情報
など、発信する情報が市民の暮らしに直結して
いるからです。ＦＭきりしまは、いわばパイプ
役。放送を通して、人、お店、地域、行政など
を多角的につなぐことで、商店街の活性化やま
ち全体の元気につながっていけばと期待してい
ます。
Ｑ２ �県内では11番目の開局ですが、ＦＭき

りしまにしかない特徴がありますか
全国的にも珍しい取り組みとして、商店街の

ポイントカード事業と連携していきます。カー
ド加盟店の情報を発信し、カード会員の方はＦ
Ｍきりしまのサポーターになります。加盟店と
会員のつながりを深め、商店街の活性化を図る
事業です。今はまだ国分の商店街しか加盟して
いませんが、いずれは市内全域に広げていきた
いと考えています。

家
村
信
弘
さ
ん（
60
）

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

私
た
ち
が
霧
島
の
今
を
お
伝
え
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
聞
い
て
く
だ
さ
い
！

市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

①出身地　②血液型　③趣味　④抱負

①霧島市　②B型　③料理・手芸
④メディア関係の就職先を探して
いるとき、FMきりしまに出会い
ました。番組の中で市民の皆さ
まといろんなことにチャレンジし、
一緒にステップアップしていきた
いです。

ひかる

①曽於市　②A型　③霧島神楽・
音楽鑑賞　④ゲストを招待しての
トーク番組などを担当します。私
の名前、「環」にちなんで、市民の
皆さまの心をつなぎ、人の「輪」
を作っていけるような放送にした
いです。

沢 環（たまき）

①鹿児島市　②A型　③読書・旅
行　④温泉ソムリエの資格や観光
関係・CAなどの経験を生かし、霧
島の旬の情報を伝えたいです。美
容やエステなど“美しい霧島の
日々 ”という視点の番組も担当し
ます。一緒にきれいになりましょう。

Yayoi

月 火 水 木 金 土 日

7:00 おはよう!きりしま　月水木／ Yayoi　　火金／沢環
（天気、交通情報、市役所からの行政情報など朝の必要な情報をお届け） Music Time

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ　
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

8:00

9:00 Music Time

霧島おじゃったもんせ　月水／沢環　　火木金／ Yayoi
（商店街やお買い物、イベント情報など楽しい生活情報をお届け）

【再放送】
1、2、ステップ♪
ひかる&みぃる

10:00

11:00 Music　Time Music Time
12:00 Kirishima Beauty 

Way
Yayoi

（霧島の美を追求）

A介のぶらり満腹
ラジオ

A介／みぃる
（霧島の食の情報）

1、2、
ステップ♪

ひかる&みぃる
（頑張る人を応援する番組）

沢たまきの
あの時君は
~昭和歌謡~

Mile’s
Music Life

みぃる

【再放送】
A介の

ぶらり満腹ラジオ
A介/みぃる13:00

14:00 Music Time MusicTime

15:00
【再放送】霧島おじゃったもんせ　月水／沢環　　火木金／ Yayoi

【再放送】
沢たまきの
あの時君は
~昭和歌謡~16:00

17:00 プラきりイブニンGood!　月木金／沢環　　火水／ Yayoi
（今日の一日の霧島の動きを伝え、明日につなぐ情報番組）

【再放送】
Kirishima Beauty

　Way  Yayoi18:00

19:00 【再放送】
1、2、ステップ♪
ひかる&みぃる

【再放送】
A介の

ぶらり満腹ラジオ
A介/みぃる

【再放送】Kirishima 
Beauty WayYayoi

【再放送】
沢たまきの
あの時君は
~昭和歌謡~

DJ.Cookey
音楽番組

【再放送】
Mile’s Music Life

みぃる20:00 awesome
今夜も

しゃべらnight21:00 Music Time Masayan音楽番組 Music Time 観光番組 Music Time

週間番組表
◎６月中旬から試験放送を予定しています。

国
分
進
行
堂
店
長

イ
チ
ゴ
農
家

株式会社FMきりしま
◦所在地　霧島市国分中央三丁目33-34-2F
◦TEL （73）7070　　◦FAX （73）7071
◦周波数　76.9MHz　　◦出力　20W

Ｑ３ �緊急時・災害時の放送について、どう
お考えですか

緊急時・災害時の放送は、コミュニティー
ＦＭの役割です。霧島市は防災行政無線が整
備されていますが、その補完的役割としてコ
ミュニティーＦＭが活用できます。被災者の
立場で情報収集し、本当に必要な情報を提供
する。これは地域に密着したメディアでない
と不可能です。
Ｑ４ �市民にとって、どんなラジオ局であり

たいですか
多くの市民の皆さんに参加していただき、

“自分たちのラジオ局”と思ってほしいです。
いずれは子どもたちに番組制作をしてもらう
など、メディア教育にも貢献できたらと思っ
ています。
Ｑ５ �スマートフォン専用アプリの魅力は何

ですか
アプリを使えば、市内の受信エリア以外

の場所はもちろん、県外で暮らす方も「霧島
の今」をリアルタイムに知ることができます。
災害情報などは文字でも配信予定です。聞き
逃した情報も画面で確認できるので活用が期
待されます。

㈱
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
代
表
取
締
役

①東京都板橋区　② O 型　③サッ
クス・ガーデニング　④ラジオ放
送が好きで、個人でインターネッ
トラジオ放送をしています。FM
きりしま開局を聞いて、パーソナ
リティーに応募。大好きな音楽の
情報などを伝えていきます。

みぃる

あ
な
た
に
プ
ラ
ス
が
訪
れ
る
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オ
ル
レ
と
は
韓
国
の
済チ

ェ
ジ
ュ州
島
で

平
成
17
年
に
始
ま
っ
た
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
こ
と
で
、
済
州
島

の
方
言
で
「
通
り
か
ら
家
に
通
じ

る
狭
い
路
地
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。

険
し
い
山
道
を
歩
く
の
で
は
な

く
、
海
岸
や
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
な

ど
の
自
然
を
五
感
で
感
じ
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
コ
ー
ス
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
気
軽
さ
と
地
域
の
魅

力
を
新
発
見
、
再
発
見
で
き
る
こ

と
が
人
気
を
呼
び
、
済
州
島
だ
け

で
26
の
オ
ル
レ
コ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
年
間
約
２
０
０
万
人
も
の
人

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

九
州
オ
ル
レ
は
、
そ
ん
な
大
人

気
の
オ
ル
レ
を
九
州
版
と
し
て
韓

国
や
日
本
全
国
に
売
り
出
そ
う
と

九
州
運
輸
局
と
九
州
観
光
推
進
機

構
が
一
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
現
在
、
霧
島
妙
見
コ
ー

ス
を
含
む
８
つ
の
コ
ー
ス
が
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

霧
島
妙
見
コ
ー
ス
の
魅
力

コ
ー
ス
に
認
定
さ
れ
る
に
は
、

い
く
つ
か
の
基
準
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
の

近
く
に
公
共
交
通
機
関
が
あ
る
こ

と
や
、
で
き
る
だ
け
自
然
の
ま
ま

の
コ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
条

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

霧
島
妙
見
コ
ー
ス
は
妙
見
温
泉

と
塩
浸
温
泉
龍
馬
公
園
を
結
ぶ
全

長
約
11
㌔
で
、
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー

ル
地
点
に
は
バ
ス
停
が
あ
り
ま
す
。

途
中
、
犬
飼
滝
や
和
氣
神
社
な
ど

を
通
る
自
然
の
景
観
を
生
か
し
た

ル
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
自

然
の
美
し
さ
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
認
定
の
決
め
手
と
な�

っ
た
の
が
歴
史
的
価
値
。
塩
浸
温

泉
は
坂
本
龍
馬
が
お
龍
と
日
本
最

初
の
新
婚
旅
行
で
霧
島
市
を
訪
れ

た
際
に
滞
在
し
た
地
で
、別
名「
龍

馬
の
散
歩
道
」
と
呼
ば
れ
る
山
道

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
歴
史

的
背
景
が
あ
り
、
物
語
性
に
も
優

れ
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

オ
ル
レ
の
生
か
し
方

九
州
観
光
推
進
機
構
で
九
州
オ

ル
レ
を
担
当
し
て
い
る
李い

唯ゆ

美み

さ

ん
に
霧
島
妙
見
コ
ー
ス
の
可
能
性

を
聞
き
ま
し
た
。

「
コ
ー
ス
は
地
面
が
柔
ら
か
く

て
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
あ
り
、
歩
き

や
す
か
っ
た
で
す
。
緑
の
中
を
歩

き
、
途
中
に
滝
や
川
な
ど
素
晴
ら

し
い
景
観
が
い
く
つ
も
あ
っ
て

“
美
し
い
コ
ー
ス
”
と
い
う
印
象

で
す
。
参
加
者
の
中
に
は
北
欧
や

欧
米
に
来
て
い
る
み
た
い
と
感
動

し
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。
国
際

空
港
も
あ
る
の
で
、
今
後
さ
ら
に

利
用
者
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
」

李
さ
ん
の
言
う
と
お
り
、
認
定

後
、
韓
国
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
が
多

く
訪
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

国
内
で
も
「
オ
ル
レ
」
の
知
名
度

が
上
が
り
、
オ
ル
レ
目
的
の
日
本

人
客
も
増
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
李
さ
ん
は
景
観
以
外
に

も
大
事
な
も
の
が
あ
る
と
指
摘
し

ま
す
。

「
佐
賀
県
の
武
雄
コ
ー
ス
で
は
、

お
坊
さ
ん
が
振
る
舞
う
お
茶
が
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。
妙
見
コ
ー

ス
を
歩
い
た
参
加
者
の
中
に
も
、

ト
イ
レ
を
貸
し
て
く
れ
た
方
の
優

し
さ
が
う
れ
し
か
っ
た
と
話
し
て

い
る
方
が
い
ま
し
た
。
景
観
だ
け

で
な
く
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人

た
ち
と
の
触
れ
合
い
も
コ
ー
ス
の

魅
力
。
オ
ル
レ
は
地
元
の
も
の
で

あ
り
、
そ
の
魅
力
を
成
長
さ
せ
る

に
は
、
地
域
の
方
の
力
が
必
要
で

す
。
皆
さ
ん
の
力
で
さ
ら
に
誇
れ

る
コ
ー
ス
に
し
て
く
だ
さ
い
」

今
後
さ
ら
に
、
韓
国
や
日
本
中

か
ら
オ
ル
レ
目
的
の
人
が
増
え
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
の
お
も
て
な
し
の
心
で
迎

え
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
心
が
、
私

た
ち
の
オ
ル
レ
を
日
本
中
に
、
そ

し
て
ア
ジ
ア
に
誇
れ
る
コ
ー
ス
に

成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

◎ 

問
＝
観
光
課
☎（
64
）０
８
９
５

オルレで魅力発信
霧島妙見コースが九州オルレコースに認定されました

オルレ標識
コース内には、オルレのロゴであるカンセ（野生馬）
やリボン、矢印などの誘導標識があります。

海外に行ったとき、日本語であいさつされるとうれしくなりませんか。
コース付近では、韓国の方に会う機会が増えると思います。
簡単な韓国語のあいさつを覚えて、お出迎えしてください。

日　本　語 韓 国 語 読　　み
おはようございます　こんにちは
こんばんは（朝、昼、晩を問わず） 안녕하세요 アンニョンハセヨ

ようこそいらっしゃいました 잘 오셨어요 チャル オショッソヨ
また会いましょう 또 만나요 ト  マンナヨ
気をつけて 조심하세요 チョシムハセヨ
お疲れさま 수고하세요 スゴハセヨ

簡単な
韓国語

講座

妙
見
温
泉
か
ら
塩
浸
温
泉
龍
馬
公
園
ま
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
２

月
21
日
、
県
内
で
は
２
か
所
目
と
な
る
九
州
オ
ル
レ
コ
ー
ス
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
さ
ら
に
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
る
霧
島
市
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

コ
ー
ス
内
の
川
の
美
し
さ
に
見
と
れ
る
、

オ
ル
レ
参
加
者

●❶

●❺

●❹

●❻

●❼

●❷●❸

❶参加者を季節の花がお出迎え（写真左が李唯美さん）　❷コース内は豊かな自然に囲まれている　❸龍馬公園に下りる、石作りの階段　❹龍馬とお龍の銅像は、人
気の撮影スポット　❺犬飼滝は迫力満点、韓国の人にも人気　❻龍馬公園の足湯は、疲れを癒やしてくれる　❼犬飼滝上流にある景観の美しい橋も人気の一つ

塩浸温泉 龍馬公園

妙見温泉

和氣神社
犬飼滝

龍馬の散歩道

中津川４区
公民館

馬の頭が進行方向になります。

コース上の木などに目印
として結んであります。

青色が妙見温泉をスタートし
た時、赤色が龍馬公園をス
タートした時の矢印。リボ

ン

カン
セ

矢印

安楽温泉

新川渓谷遊歩道
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霧 島 か わ ら 版

薩摩義士の
松周辺を清掃
霧島市薩摩義士顕彰会会員ら約

30人が５月11日、国分広瀬干拓
遊歩道にある松の木周辺の除草作
業を行いました。この松は薩摩義
士が苦労の末、成功させた宝暦治

水工事の記念に岐阜県海津市に植樹された松の子孫で、平成18年に同
市より姉妹都市盟約の証として贈られたものです。
清掃作業に参加した牧園町の川野百子さん（68）は、「昔、両親から薩
摩義士の話を聞き興味を持っていました。交流事業で木曽三川と松を実
際に見てその雄大さと先人の偉業を誇りに思った」と話してくれました。

癒やしの森で心と
体を健康に
森林を散策して心と体を健康

にする「第６回森で過ごす癒しの
休日in霧島」が５月11日、牧園町
高千穂の牧園B＆G海洋センター
から森林セラピーロードの柳ヶ

平散策路、みやまコンセールを巡る約９㌔で開催されました。参加した35
人は樹木や植物に触れたり、香りを楽しんだりして自然を満喫し、昼食時
には太極拳や癒やしのコンサートもありました。国分上之段の西島昭治さ
んは「参加者同士のふれあいや休憩所でのお茶がうれしかった。科学的効果
についての講話もあり、心も体も癒やされた一日でした」と話していました。

CIVIC NEWS

大
おおすみのくに

隅国建国が
もたらしたもの
私たちのまちの歴史と魅力にふれる

大隅国建国1300年記念事業

歴史ある祭りに
若者の風
福山町佳例川地区で古くから行

われている恒例の羽山まつりが５
月３日、羽山神社で行われました。
地区住民ら約100人が参加した
ゲートボール大会のあと、芸能発

表や劇などが披露されました。地域を盛り上げようと初参加した鹿児島大
学の学生はアフリカの太鼓を演奏。住民らは手拍子を送り、一緒に楽し
んでいました。神社の近くに住む尾賀重雄さん（91）は「昔は県外の人も訪
れる大きな祭りだった。最近は人が減って少し寂しいが、若者の参加や地
域の人に会えることがうれしい。ずっと続いてほしい」と話していました。

桜島大正噴火の
記憶が蘇（よみがえ）る
桜島大正噴火100周年を記念し

た企画展「巨大噴火と共に生きた
人々」が上野原縄文の森で開催さ
れています。５月11日には、Ｎ
ＰＯ法人桜島ミュージアム理事長

の福島大輔さんの記念講演会が同施設で開かれました。講演では過去の
資料を使い、大正噴火の規模や当時の様子、桜島の特徴などを笑いを交
えながら分かりやすく紹介され、来場者は熱心に聞き入っていました。こ
の企画展は９月１日まで開催。館内には大正噴火時の桜島の様子が分かる
貴重な資料が多数展示され、８月10日には２回目の講演会も行われます。

大
隅
国
は
和
銅
６（
７
１
３
）年

に
建
国
さ
れ
、
そ
の
国
府
は
霧
島

市
に
置
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。今
年
は
建
国
１
３
０
０
年

を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

記
念
講
演・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

大
隅
国
建
国
１
３
０
０
年
記
念

事
業
の
記
念
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
５
月
11
日
、
国
分
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
県
内
外
か
ら
約
２
０
０

人
が
詰
め
か
け
、
大
隅
国
の
謎
に

迫
る
講
演
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

最
初
に
記
念
講
演
と
し
て
、
東

京
大
学
大
学
院
の
佐
藤
信ま

こ
と

教
授
が
、

律
令
国
家
が
確
立
さ
れ
て
い
く
中

で
大
隅
国
が
建
国
さ
れ
た
こ
と
や
、

こ
れ
に
関
わ
る
隼
人
た
ち
の
状
況

に
つ
い
て
講
演
。引
き
続
い
て
大

隅
国
の
建
国
に
関
す
る
研
究
の
成

果
や
古
文
書
・
出
土
品
か
ら
の
考

察
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家

が
資
料
や
映
像
を
交
え
て
講
演
し

ま
し
た
。

そ
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

「
大
隅
国
建
国
が
も
た
ら
し
た
も

の
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト

が
来
場
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
大
隅
国
に

つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

大
隅
地
方
の
隼
人
族
が
朝
廷
に

抵
抗
し
た
理
由
な
ど
に
つ
い
て
来

場
者
か
ら
質
問
が
あ
が
る
と
、
パ

ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
見

地
で
丁
寧
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
古
代
の
南
九
州
や
東

北
地
方
の
中
央
と
の
関
係
に
つ
い

て
議
論
が
な
さ
れ
、
来
場
者
は
一
様

に
う
な
ず
き
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

史
跡
め
ぐ
り

５
月
12
日
、
前
日
の
記
念
講
演

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
引
き
続
い
て
、

大
隅
国
府
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
国
分
府
中
と
大
隅
国
分
寺
跡
の

あ
る
国
分
中
央
を
中
心
に
歩
い
て

訪
ね
る
「
史
跡
め
ぐ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
約

90
人
の
参
加
者
は
、
貴
重
な
遺
物

が
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
な
ど
を
訪
れ

ま
し
た
。講
演
者
や
市
の
担
当
者

が
詳
し
く
説
明
す
る
と
、
講
演
の

中
で
出
て
き
た
話
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
実
際
に
目
で
確
認
し
、
太
古

月 日 曜 事　業　名 内　　容　　等　（敬称略） 場 所 等（※）

6 16 日 連続講演会（第６回）�申 「隼人の祭り」講師：出村卓三（でむらたくぞう）
（姶良市文化財保護審議会副会長）

隼人農村環境改善センター
（13：30 ～ 15：00）

7 28 日 連続講演会（第７回）�申 「大隅国と歌枕」
講師：末増省吾（元国分高校教諭）

隼人農村環境改善センター
（13：30 ～ 15：00）

8

17 土 ミュージカル
「きりしま創造舞台」�￥ 「大隅浪漫～ 1300年の時空を超えて～」

※詳しくはＰ21をご覧ください
霧島市民会館
17日18：30～  18日13：30 ～18 日

20 火 隼人舞の共演 大住隼人舞（京都府京田辺市）・催馬楽（せばる）隼
人舞（鹿児島市坂元町）・鹿児島神宮隼人舞の共演 霧島市民会館

9
3 火 巡回企画展

（黎明館との合同特別展）�￥ 「大隅国建国と大隅正八幡の至宝
～湾奥の古代・中世～」

隼人歴史民俗資料館
（9月3日～ 10月6日）

8 日 史跡めぐり（第３回）�申 �￥ 大隅国府と周辺史跡
（大穴持神社、稲荷神社、台明寺跡）

10
6 日 史跡めぐり（第４回）�申 �￥ 式内社めぐり（霧島神宮、鹿児島神宮、大穴持神社、

韓国宇豆峯（からくにうずみね）神社、宮浦（みやうら）宮）

16 水 巡回企画展
（黎明館との合同特別展）�￥ 「大隅国建国と大隅正八幡の至宝

～湾奥の古代・中世～」
黎明館

（10月16日～ 1月13日）

11

10 日 史跡めぐり（第５回）�申 �￥ 古事記・日本書紀の世界
24 日 大隅国・郷土芸能の祭典 大隅国構成市町（７市６町）の郷土芸能の披露 霧島市民会館

30 土 巡回企画展記念講演 「考古学から見た大隅国」講師：小田富士雄
「文献から見た大隅国」講師：中村明蔵（あきぞう）

黎明館講堂
（13：30 ～ 16：30）

12 7 土 史跡めぐり（第６回）�申 �￥ 鹿屋市国司塚など

1 12 日 史跡めぐり（第７回）�申 �￥ 姶良市宮田ヶ岡瓦窯跡・古代官道、薩摩川内
市薩摩国分寺跡・鶴峯窯跡

の
面
影
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

特
に
大
隅
国
分
寺
跡
で
は
、
漢

字
が
刻
ま
れ
て
い
る
大
変
貴
重
な

瓦
も
出
土
し
て
お
り
、
資
料
の
写

真
と
見
比
べ
な
が
ら
熱
心
に
説
明

を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
大
隅
国
建
国
１
３
０
０

年
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押

し
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎�

・

＝
文
化
振
興
課
☎（
42
）

１
１
１
９

大隅国建国1300年記念事業予定表 �申…要事前申込　�￥…要入場料　　※詳しくは随時広報誌で紹介します。

佐藤教授による記念講演

国分の名の由来となった大隅国分寺跡

大隅の※総社として建立されたといわれる祓戸（はらいど）神社
※ 国司が国内の神社全てを巡拝する手間を省くために、多くの神

社を１か所にまとめて参拝するようにした神社。

国府役人に関するものといわれる宝塔

シンポジウムでの議論の様子

9  Kirishima City Public Relations, 2013.6, Japan 広報きりしま  8

c
i

v
i

c
 

n
e

w
s



人生の岐
路、悩み

、苦難に

立ち向か
う人々の

姿が描か
れ

ていました
。どんな

悩みも解

決してくれ
るナミヤ雑

貨店。読

み終わっ
た後には

、何かじ
ん

わりくるも
のがありま

す。最後

の白紙の
手紙に対

する返事
が

とてもすて
きでした。

ぐるぐる

手紙でつ
ながるス

トーリー
も

とても面白
いです。

家
族
写
真
／
荻
原�

浩

愛
に
乱
暴
／
吉
田
修
一

風
屋
敷
の
告
白
／
藤
田
宜
永

ふ
た
つ
め
の
庭
／
大
崎�

梢

ゾ
ー
ン
に
て
／
田
口
ラ
ン
デ
ィ

調
律
師
／
熊
谷
達
也

余
命
一
年
の
ス
タ
リ
オ
ン
／
石
田
衣
良

聖
な
る
怠
け
者
の
冒
険
／
森
見
登
美
彦

く
る
す
の
残
光  

い
え
す
再
臨
／
仁
木
英
之

続
・
珈
琲
屋
の
人
び
と
／
池
永�

陽

か
し
こ
い
お
か
ず
／
朝
日
新
聞
社�

編

中
華
鍋
で
15
分
！
燻
製
お
つ
ま
み
／
太
田�

潤

カ
ラ
ス
の
ス
ッ
カ
ラ
／
猫
野
ぺ
す
か

か
あ
ち
ゃ
ん
取
扱
説
明
書
／
い
と
う
み
く

旅
の
絵
本
８
／
安
野
光
雅

夏
っ
飛
び
！
／
横
山
充
男

ク
ネ
ク
ネ
さ
ん
は
マ
ラ
カ
ス
が
大
好
き
。

今
日
は
お
と
も
だ
ち
の
パ
ー
マ
さ
ん
と
フ

ワ
フ
ワ
さ
ん
を
よ
ん
で
マ
ラ
カ
ス
の
発
表

会
で
す
。
む
ず
か
し
い
リ
ズ
ム
を
毎
日
一

生
懸
命
練
習
し
て
、
こ
の
日
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
…
。

き
ょ
う
は
マ
ラ
カ
ス
の
ひ

小
川 

糸
　
作

ぼ
く
は
オ
カ
メ
イ
ン
コ
―
。
一
羽
の
鳥

の
視
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
や
人
と
の

交
流
を
描
く
。

つ
ば
さ
の
お
く
り
も
の

温
泉
医
学
の
第
一
人
者
が
、
温
泉
の
イ

ロ
ハ
か
ら
温
泉
医
療
ま
で
を
解
説
。
最

近
の
世
界
に
お
け
る
温
泉
療
法
の
動
向

な
ど
を
紹
介
す
る
。

大
塚
吉
則
　
作

樋
勝
朋
巳
　
作

主
菜
か
ら
デ
ザ
ー
ト
、
万
能
調
味
料
ま

で
、
老
舗
醸
造
元
「
く
ろ
ず
屋
」
発
の

黒
酢
レ
シ
ピ
を
収
録
す
る
。
黒
酢
の
健

康
効
果
の
紹
介
や
、
驚
き
の
使
い
方
も

掲
載
。

く
ろ
ず
屋  

中
山
貞
男
　
監
修

「
く
ろ
ず
屋
」の

健
康
黒
酢
レ
シ
ピ

温
泉
療
法

図書館へ行こう
（横川町在

住）

川野和美さ
ん

おすすめの
本

http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

ナミヤ雑貨
店の奇蹟

作者：東野 圭吾

ナミヤ雑貨
店に

手紙を出し
たく

なりました

イベント名 日　　時［対　象］ 場所/問い合わせ先

幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ７月 6日（土）10：30 ～ 11：30

国分図書館
☎（64）0918

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ７月 1日（月）10：30 ～ 11：00

ほるとの森おはなし会 ６月 8日（土）、７月13日（土） 14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋
７月 4日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］
７月 5日（金）11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］ 隼人図書館

☎（43）7574

語りの部屋（語りの会あもり） ６月 9日（日）、７月14日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなし会（おはなしの会「さんぽ道」） ６月15日（土）14：00 ～ 15：00 横川図書室
☎（72）1596

お話の時間（紙ふうせん） ６月17日（月）15：30 ～ 16：30 霧島図書室
☎（57）0316

※国分図書館のイベントは健康マイレージ対象事業です。

隼人図書館講座２
夏休み企画「かがくあそび」
光のまんげきょうを作ろう。
⃝ 日時＝８月８日（木）・22日（木）

午前10時～正午
⃝ 講師＝おもちゃコンサルタント
「はたかなこ」先生

⃝ 場所＝隼人公民館大会議室
⃝ 対象＝小学校１・２年生
⃝ 定員＝各20人(先着順)
⃝ 申込方法＝直接または電話。
※７月２日（火）８時15分から受付開始
隼人図書館臨時休館のお知らせ
空調工事のため臨時休館中です。
⃝期間＝６月３日（月）～６月17日（月）
���問・�申＝隼人図書館  ☎（43）7574

私
の
宝
本
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高
千
穂
峰
は
溶
岩
や
火
山
灰
に
覆
わ
れ

た
険
し
い
山
で
、
当
日
は
風
も
強
く
、
山

腹
の
お
鉢
と
頂
上
を
結
ぶ
馬
の
背
で
は
す

ぐ
横
に
断
崖
が
口
を
開
け
て
い
て
生
徒
な

ら
ず
と
も
足
が
す
く
み
ま
す
。
し
か
し
、

生
徒
た
ち
は
苦
し
い
表
情
や
不
安
そ
う
な

様
子
を
見
せ
な
が
ら
も
一
歩
ず
つ
確
実
に

歩
み
を
進
め
、
最
後
に
は
天あ

ま

の
逆さ

か

鉾ほ
こ

の
待

つ
頂
上
へ
と
辿
り
着
き
ま
し
た
。

「
こ
の
登
山
は
昭
和
の
初
め
頃
か
ら
始

ま
り
、
当
時
は
朝
早
く
か
ら
登
り
始
め
、

山
頂
で
朝
日
を
拝
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

郷
土
愛
の
育
成
や
責
任
感
と
困
難
に
立
ち

向
か
う
力
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

始
ま
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
で
も
そ
の
伝

統
は
『
自
律
・
気き

魄は
く

・
端
正
』
の
校
訓
に

受
け
継
が
れ
、
生
徒
の
支
え
と
な
っ
て
い

ま
す
」
と
大
野
晃こ

う

嗣じ

校
長
は
話
し
ま
す
。

下
山
し
た
後
は
、
高
千
穂
峰
を
背
景
に

み
ん
な
で
記
念
撮
影
。
登
山
の
疲
れ
も
忘

れ
、
記
憶
に
も
残
る
笑
顔
の
一
枚
と
な
り

ま
し
た
。

み
ん
な
で
頑
張
っ
た
高
千
穂
峰

創
立
１
０
０
周
年
、最
初
で
最
後
の
記
念
登
山

◎
国
分
高
等
学
校
３
年
生

生
徒
会
長　

横
山 

葵あ
お
い

さ
ん

創立記念登山
国分高等学校

国
分
の
城
山
公
園
の
ふ
も
と
、
島
津

義
久
公
の
居
城
で
あ
っ
た
舞
鶴
城

跡
に
あ
る
国
分
高
等
学
校
。
大
正
２
年
４

月
20
日
に
創
立
し
た
歴
史
と
文
化
に
あ
ふ

れ
る
学
校
で
す
。

快
晴
に
恵
ま
れ
た
４
月
26
日
の
朝
、
同

校
の
３
年
生
２
８
８
人
と
先
生
た
ち
が
高

千
穂
河
原
に
集
ま
り
ま
し
た
。
同
校
に
は

創
立
記
念
日
に
合
わ
せ
て
霧
島
登
山
に
挑

戦
す
る
「
創
立
記
念
登
山
」
と
い
う
行
事

が
あ
り
、
毎
年
１
年
生
は
中
岳
、
２
年
生

は
韓
国
岳
、
３
年
生
は
高
千
穂
峰
を
登
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年

の
３
年
生
に
と
っ
て
は
さ
ら
に
特
別
な
登

山
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
創
立
記
念
登
山

今
年
は
同
校
の
創
立
１
０
０
周
年
の
年
。

平
成
23
年
の
新
燃
岳
噴
火
で
登
山
が
２
年

間
中
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
３
年
生
に
と

っ
て
は
最
初
で
最
後
の
記
念
す
べ
き
創
立

記
念
登
山
と
な
り
ま
し
た
。

私はみんな仲良く、明るいこ
の学校が大好きです。創立
100周年という記念すべき年
に、大好きな学校のみんなと
登山できることを楽しみにし
ていました。高千穂峰は険し
い山でしたが、つらいときも
みんなで励まし合いながら最
後まで登り切ることができま
した。頂上では達成感と共に、
諦めないことの大切さを感じ、
大きな自信につながりました。
これからは今日の体験を生か
して、生徒会長として学校を
盛り上げ、生徒一丸となって
学校行事や受験、そして将来
の夢に向かって頑張っていき
たいと思います。

３年５組の生徒と大野晃嗣校長（前列中央）、担任の本村正徳教諭（後列左端）

i
n
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d
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日
本
一
に
な
る
た
め
に
、
こ
こ
に
来
ま
し
た
」。
国
分
中
央
高
校

の
入
学
面
接
試
験
で
、
は
っ
き
り
と
そ
う
口
に
し
た
前
田
千ち

島し
ま

さ
ん
。
入
学
後
、
わ
ず
か
一
年
で
そ
の
言
葉
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

今
年
４
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
※

カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権

の
52
㌔
級
で
、
見
事
優
勝
を
飾
っ
た
の
で
す
。
こ
の
大
会
は
全
日
本
柔

道
連
盟
が
指
名
し
た
全
国
の
各
階
級
の
精
鋭
８
人
が
競
う
大
会
。
出
場

す
る
だ
け
で
も
名
誉
あ
る
こ
と
で
、
全
国
の
猛も

者さ

を
倒
し
て
の
優
勝
に
「
柔
道
人
生
で
一
番
う
れ
し

か
っ
た
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

５
人
き
ょ
う
だ
い
の
末
っ
子
と
し
て
志
布
志
で

生
ま
れ
た
前
田
さ
ん
は
、
兄
の
影
響
で
小
学
２
年

の
と
き
に
柔
道
を
始
め
ま
し
た
。
も
と
も
と
負
け

ず
嫌
い
な
性
格
で
、
熱
心
に
練
習
に
取
り
組
み
、

小
学
４
年
、
５
年
の
と
き
は
県
大
会
で
優
勝
。
し

か
し
、
６
年
の
と
き
少
し
の
油
断
か
ら
２
回
戦
で

負
け
て
し
ま
い
ま
す
。「
あ
の
時
は
本
当
に
悔
し

か
っ
た
。
で
も
あ
の
悔
し
さ
が
私
の
柔
道
人
生
の

転
機
に
な
り
ま
し
た
」。
わ
ず
か
12
歳
の
少
女
は
、

も
っ
と
強
く
な
り
た
い
一
心
で
親
元
を
離
れ
、
県

内
で
も
有
名
な
柔
道
の
名
門
、
柔
心
館
道
場
の
あ

る
財
部
中
学
校
へ
の
進
学
を
決
め
た
の
で
す
。

「
寂
し
い
と
き
も
、
厳
し
い
練
習
に
く
じ
け
そ

う
な
と
き
も
、『
家
族
み
ん
な
で
応
援
す
る
か
ら
、

自
分
の
し
た
い
よ
う
に
し
な
さ
い
』と
言
っ
て
送

り
だ
し
て
く
れ
た
両
親
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
、

３
年
間
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

柔
道
一
筋
だ
っ
た
中
学
時
代
の
成
績
は
全
国
大
会
ベ
ス
ト
16
。
卒
業

が
近
付
く
と
県
内
外
の
有
名
校
か
ら
声
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
彼
女
の

進
路
を
決
め
た
の
は
、
柔
道
界
で
は
無
名
に
等
し
い
学
校
の
監
督
の
一

言
で
し
た
。「
誰
よ
り
あ
な
た
を
強
く
す
る
自
信
が
あ
る
」。
国
分
中
央

高
校
の
吉
村
智
之
監
督
（
37
）
は
前
任
校
を
全
国
屈
指
の
強
豪
校
ま
で

育
て
上
げ
た
経
験
の
あ
る
人
物
。
監
督
の
言
葉
に
胸
を
打
た
れ
た
前
田

さ
ん
は
、
国
分
中
央
高
校
で
日
本
一
に
な
ろ
う
と
心
に
誓
い
ま
し
た
。

「
監
督
は
柔
道
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
い
さ
つ
や
感
謝
の
心
な
ど
、

人
と
し
て
大
切
な
こ
と
を
熱
心
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
時
に
は
真
剣
な

あ
ま
り
、泣
き
な
が
ら
語
る
こ
と
も
。い
つ
も
本
気
で
生
徒
に
向
き
合
っ

て
く
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
応
え
た
く
て
私
た
ち
も
本
気
で
頑
張
れ
る
ん

で
す
」
と
尊
敬
の
眼
差
し
を
向
け
ま
す
。

３
年
前
に
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
が
で
き

た
ば
か
り
の
国
分
中
央
高
校
は
、
強
化
種

目
の
一
つ
と
し
て
柔
道
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
が
、
入
学
当
時
の
女
子
柔
道
部

員
は
５
人
。
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
と
い

う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
前
田
さ
ん
は

「
毎
日
３
時
間
半
ほ
ど
の
厳
し
い
練
習
も

み
ん
な
で
励
ま
し
あ
い
、
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
、
深
ま
っ

た
絆
が
あ
り
ま
す
」
と
、
そ
ん
な
状
況
も

プ
ラ
ス
に
捉
え
て
い
ま
し
た
。

監
督
は
前
田
選
手
の
強
さ
を
「
勝
負
ど

こ
ろ
の
見
極
め
が
鋭
い
と
こ
ろ
」
と
分
析

し
ま
す
。
そ
れ
は
、
初
め
て
自
分
の
心
の

油
断
に
気
づ
い
た
12
歳
の
少
女
が
、
努
力

と
練
習
を
重
ね
て
身
に
付
け
た
も
の
。

５
月
に
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
カ
デ

国
際
柔
道
大
会
で
は
オ
ー
ル
一
本
勝
ち

で
優
勝
。
８
月
に
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
る
世
界
カ
デ
柔
道
選
手
権
大

会
で
、
世
界
一
を
目
指
し
ま
す
。

「
家
族
、
監
督
、
仲
間
。
そ
し
て
伸
び
伸
び
と
柔
道
が
で
き
る
こ
の

環
境
に
感
謝
し
て
、
日
々
の
練
習
に
励
み
ま
す
。
来
年
は
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
優
勝
、
そ
し
て
い
つ
か
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
ル
」。
限
り
な
い
夢

の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

THE SCENE

霧島に生きる

志
布
志
小
学
校
、
財
部
中
学
校

を
経
て
国
分
中
央
高
校
ス
ポ
ー

ツ
健
康
科
に
入
学
。
女
子
柔
道

部
所
属
。
２
年
生
の
部
員
５
人

が
週
替
わ
り
に
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
る
。
８
月
の
世
界
カ
デ
柔

道
選
手
権
大
会
に
向
け
て
、
吉

村
監
督
の
指
導
の
も
と
練
習
に

励
む
。
大
き
な
大
会
で
も
緊
張

よ
り
わ
く
わ
く
す
る
と
い
う
度

胸
と
笑
顔
が
光
る
高
校
２
年
生
。

１
５
６
㌢
、
52
㌔
級
。

夢
が
私
の
道
し
る
べ

前
田
千
島
さ
ん（
16
）

※カデ＝15 ～ 17歳の区分

新入生５人が入部し、現在10人で練習に励む女子柔道部
（前田さん：後列中央、吉村監督：後列左、坂口副顧問：後列右）

前田さんの得意技は背負投げ（写真）と大内刈り

全日本カデ柔道体重別選手権52㌔級優勝金メダル（左）
ドイツカデ国際柔道大会52㌔級優勝金メダル（右）
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コ
メ
と
み
そ
さ
え
あ
れ
ば
、

い
け
ん
か
な
っ
で
。
そ

れ
が
義は

母は

の
口
癖
で
し
た
」
そ
う

話
す
の
は
国
分
中
央
に
暮
ら
す
松

下
恵
子
さ
ん
。

約
30
年
前
、
結
婚
を
機
に
小
林

市
か
ら
国
分
に
来
た
恵
子
さ
ん
に

待
っ
て
い
た
の
は
、
コ
メ
作
り
、

そ
ば
作
り
、
み
そ
作
り
で
し
た
。

コ
メ
は
家
族
全
員
で
、
そ
ば
は
夫

の
正
幸
さ
ん
、
み
そ
は
恵
子
さ
ん

が
受
け
継
ぐ
こ
と
に
。
な
ん
の
経

験
も
無
か
っ
た
恵
子
さ
ん
に
優
し

く
教
え
て
く
れ
た
の
は
姑

し
ゅ
う
と
めの
政
江

さ
ん
で
し
た
。

「
義
母
は
、
何
も
知
ら
な
い
私

に
一
か
ら
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

特
に
み
そ
作
り
は
自
然
と
の
勝
負
。

発
酵
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
混
ぜ
方
な

ど
、
い
つ
も
隣
で
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
く
れ
ま
し
た
。
み
そ
作
り
は
義

母
と
の
思
い
出
そ
の
も
の
で
す
」

し
か
し
平
成
18
年
、
政
江
さ
ん

が
72
歳
で
他
界
。
落
ち
込
ん
で
い

た
恵
子
さ
ん
は
、
知
人
ら
に
「
あ

の
お
い
し
い
み
そ
を
受
け
継
い
だ

の
は
、
あ
ん
た
な
ん
だ
よ
」
と
励

ま
さ
れ
、「
こ
の
味
を
私
の
代
で

絶
や
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と

作
る
こ
と
を
決
意
。

「
義
母
が
い
な
い
み
そ
作
り
は

大
き
な
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
迷 

っ
た
時
は
、
義
母
の
言
葉
を
思
い

出
し
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
出
来

た
み
そ
を
食
べ
た
夫
が
“
お
い
し

い
の
が
で
き
た
ね
”
と
言
っ
て
く

れ
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
。
義
母
の
味
を
受
け
継
ぐ
こ
と

が
で
き
た
と
感
じ
ま
し
た
」

松
下
家
の
子
ど
も
た
ち
は
、
そ

ば
を
作
る
父
親
、
み
そ
を
作
る
母

親
の
姿
を
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
見
て

育
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
今
で
は
、

孫
も
そ
の
姿
を
見
て
い
ま
す
。
こ

う
し
て
松
下
家
の
味
は
、
こ
れ
か

ら
も
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

〈作り方〉	 ① �麦、大豆、コメは前日夕方ごろに
洗い、水に浸しておく。

� ② �セイロで麦、コメを蒸し、大き
なバラなどに広げて冷ましておく。
大豆は蒸したものを細かくして塩
を混ぜておく。

� ③ �バラに広げた麦とコメにタネ麹を
混ぜて、もろぶたに寝かせ発酵（発
酵のタイミングは気温などによっ
て左右される。匂いがしてきたら、
発酵してきた合図）。

� ④ �③に大豆、塩、焼酎を混ぜる。
� ⑤ �粘り気が出るまで④を混ぜる。
� ⑥ �⑤を少しずつつぼに入れて、空気

を抜くように押し込む（つぼの内側
やみその表面には、少し焼酎を塗っ
ておくと長持ちする）。

� ⑦ 20日間ほど置くと完成。
※�コメを入れるのが松下家の味。甘味が出てマ
イルドなみそができる。

〈材　料〉		麦20㎏、大豆５㎏、コメ2升、塩4.5㎏、
焼酎2合、タネ麹30g

◎みそ（松下家のみそ作り）

家族の絆がしみこんだ手作りみそ

今
月
は
、
４
月
20
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
え
び
の
市
の「
道
の
駅
え
び
の
」

を
紹
介
し
ま
す
。

道
の
駅
え
び
の
に
は
、
市
内
で
生

産
さ
れ
る
農
産
物
や
特
産
品
の
展

示
・
販
売
所
の
ほ
か
、
え
び
の
市
の

旬
の
食
材
を
味
わ
え
る
バ
イ
キ
ン
グ

レ
ス
ト
ラ
ン
、
特
産
の
キ
ン
カ
ン
を

使
っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
食
べ
ら

れ
る
軽
食
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

え
び
の
市
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
「
道
の
駅
え
び
の
」。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
６
時

【
休
館
日
】
毎
月
第
３
火
曜
日

◦
特
産
品
販
売
所

え
び
の
で
育
っ
た
朝
ど
れ
野
菜
や

果
物
、
花
、
和
牛
を
は
じ
め
と
し
た

精
肉
、
陶
芸
品
や
木
工
・
竹
工
な
ど

約
１
２
０
０
品
種
が
並
び
ま
す
。

◦
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン

え
び
の
産
の
旬
の
食
材
を
使
っ
た

ヘ
ル
シ
ー
志
向
の
料
理
が
楽
し
め
ま

す
。
常
時
、
30
品
前
後
の
料
理
を
心

ゆ
く
ま
で
味
わ
え
ま
す
。

［
座
席
数
］
97
席

［
営
業
時
間
］
午
前
11
時
～
午
後
３
時

［
バ
イ
キ
ン
グ
利
用
料
金（
税
込
み
）］

大
人
：
１
０
０
０
円

小
学
生
以
下
：
６
０
０
円

小
学
生
未
満
：
４
０
０
円

◦
軽
食
コ
ー
ナ
ー

う
ど
ん
、
そ
ば
な
ど
も
食
べ
ら
れ

る
軽
食
コ
ー
ナ
ー
の
目
玉
は
、
道
の

駅
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、
開
発
さ
れ

た
キ
ン
カ
ン
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
で
す
。

え
び
の
産
の
完
熟
キ
ン
カ
ン
を
使
っ

た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
は
、
キ
ン
カ
ン

の
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
甘
さ
と
風
味
が

楽
し
め
ま
す
。

環
霧
島
・
錦
江
湾
奥
イ
ベ
ン
ト
情
報

目指せ !世界ジオパーク認定

環霧島探訪
かんきりしまたんぼう

思い出の味を募集しています。住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、あなたの心に残る、食べたらなぜか元
気になる味をエピソードとともにお寄せください。採用された方には後日連絡の上、取材させていただきます。
（宛先）〒899−4394  国分中央三丁目45番１号　秘書広報課「思い出の味」係

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

鹿児島県

宮
崎
県

霧島市

曽於市

都城市

小林市えびの市

高原町

湧水町

姶良市

鹿児島市 錦江湾

桜島

垂水市

霧島山

錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、
姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて
連携し、地域活性化を図ることを目指します。

環霧島会議とは、霧島山を取り巻
く鹿児島・宮崎両県の５市２町で
構成され、県境を越えて連携し地
域活性化を図ります。

環霧島会議

錦江湾奥会議

錦 江 湾 奥 イ ベ ン ト 環 霧 島 イ ベ ン ト

・ �日時＝６月30日（日）まで、午前９時～午後５時
・ �休園日＝毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
・ �入園料＝一般300円、高校大学生200円、
小中学生150円

・ �内容＝屋内の収蔵作家38人の作品を、テー
マごとにコレクション展として展示します。
＝霧島アートの森 ☎ （74）5945

霧島アートの森コレクション展パートⅠ湧水町

・ �日時＝７月23日（火）午後６時～ 10時
・ �発車＝午後６時：鹿児島中央駅、午後７時：帖佐駅
・ �内容＝夜の周遊観光バスで竜門滝・重富海
岸を巡ります。

・ �乗車料金＝500円（別途食事代1,800円）
＝�あいらびゅー号運行事務所（蒲生観光交

流センター敷地内） ☎（55）7005

あいらびゅー号初のナイト便姶良市

・�日時＝６月16日（日）午後２時～４時
・�場所＝山之口麓文弥節人形浄瑠璃資料館
（都城市山之口町山之口）
・�内容＝国の重要無形民俗文化財に指定さ
れており、古代ロマンや悲惨な歴史などの
物語が繊細な人形の動きで表現される。
＝�人形の館  ☎0986（57）5295

山之口麓
ふもと

文
ぶ ん

弥
や

節
ぶ し

人形浄
じょう

瑠
る

璃
り

定期公演都城市

・ �日時＝７月～９月午前８時30分～午後５
時15分（3日前までに要予約）

・ �場所＝猿ヶ城渓谷森の駅たるみず
・ �内容＝豊かな自然の中でキャニオニング。
心と体を癒やしてみませんか。

・ �料金＝1 ～ 3人7,000円、4人以上5,000円
＝猿ヶ城渓谷森の駅たるみず  ☎0994（32）9601

キャニオ二ング（体ひとつで渓流下り）垂水市

道の駅えびの

・�日時＝７月20日（土）午後６時～９時
・�場所＝小林市商店街赤松通り
・�内容＝夏休みの夜は親子で食べて、飲んで、
遊んで楽しもう。ビアガーデン、ステージ
イベント、ミニゲームなど。
＝�吉都線100周年記念事業小林市実行委

員会  ☎0984（23）7888

今年もやります「土曜夜市」小林市

・ �日時＝７月20日（土）午後５時30分～８時
40分

・ �場所＝桜島多目的広場
・ �内容＝キャラクターイベントや地域伝統芸能
の披露のほか、桜島火の島太鼓の演奏、6,000
発の花火など魅力的なイベント満載です。
＝サンサンコールかごしま  ☎099（808）3333

桜島大正噴火100周年　2013火の島まつり鹿児島市

旬の食材で作った料理が並びます

�問＝�道の駅えびの�宮崎県えびの市永
山1006-1�☎0984（35）3338

製
法
と
と
も
に
代
々
受
け
継
が
れ
る
つ
ぼ
に
入
れ
て

保
存
す
る
と
、
お
い
し
さ
が
さ
ら
に
増
す
。

バ
ラ
の
上
で
み
そ
を
混
ぜ
る
松
下
恵
子
さ
ん

と
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん（
写
真
左
か
ら
長

男
の
正せ

い

嵩し
ゅ
うさ
ん
、
次
女
の
桃
子
さ
ん
、
孫
の

希き

良ら

利り

ち
ゃ
ん
、
松
下
恵
子
さ
ん
、
長
女
の

真
子
さ
ん
、孫
の
梨り

理り

夏か

ち
ゃ
ん
）
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世 界 に ひ ら く 、 人 と 自 然 ・ 歴 史 ・ 文 化 が ふ れ あ う 都 市 を 目 指 し て

霧
島
市
は
市
民
、
事
業
者
、
市

が
一
体
と
な
っ
て
「
自
然
環
境
の

保
全
」、「
生
活
環
境
の
向
上
」、「
循

環
型
の
形
成
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
ほ
ど

豊
か
な
自
然
を
持
つ
私
た
ち
の
ま

ち
。
霧
島
市
は
住
み
よ
い
環
境
を

将
来
の
世
代
に
継
承
し
、
自
然
環

境
を
守
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

霧
島
の
自
然
を
継
承
す
る

自
然
環
境
の
保
全
で
は
、
３
年

目
と
な
る
宮
脇
昭
方
式
の
10
年
間

で
10
万
本
の
植
林
を
目
標
と
す
る

「
10
万
本
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
を
実
施
。
市
内
の
小
中
学
校

に
環
境
学
習
の
視
点
を
取
り
入
れ
、

「
ど
ん
ぐ
り
」
か
ら
苗
を
育
て
る

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

川
や
海
の
水
質
保
全
対
策
と
し

て
、
下
水
道
の
処
理
区
域
を
新
た

に
国
分
隼
人
地
区
で
14
㌶
、
牧
園

地
区
で
３
・
２
㌶
を
整
備
拡
大
し

ま
す
。

「
霧
島
市
生
物
多
様
性
地
域
戦

略
（
仮
称
）」
の
策
定
を
進
め
、
ま

た
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
干
潟
の
生
物
の
調
査
な
ど
を
通

じ
、
生
物
多
様
性
へ
の
意
識
高
揚

霧島市の未来予想図
「人と自然が輝き、人が拓く、多機能都市」を目指して

第２節　自然にやさしいまちづくり

を
図
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導

入
支
援
の
ほ
か
大
規
模
太
陽
光
発

電
、
小
水
力
発
電
な
ど
へ
の
新
た

な
事
業
者
に
対
し
て
積
極
的
に
支

援
し
ま
す
。

生
活
環
境
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

地
域
美
化
活
動
の
一
環
と
し
て
河

川
景
観
保
全
ア
ダ
プ
ト
（
里
親
）

制
度
推
進
事
業
を
実
施
。
こ
れ
ま

で
自
治
会
や
企
業
な
ど
79
団
体
が

登
録
し
、
行
政
と
市
民
活
動
団
体

と
の
協
働
に
よ
り
河
川
環
境
の
保

全
を
図
っ
て
い
ま
す
。

循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て

は
、ご
み
減
量
化
の
た
め
に
国
分
・

隼
人
地
区
で
実
施
し
て
い
る
「
生

ご
み
分
別
リ
サ
イ
ク
ル
試
行
事

業
」
へ
の
参
加
者
の
増
加
を
図
り

ま
す
。

焼
却
施
設
（
敷
根
清
掃
セ
ン

タ
ー
）
か
ら
出
る
飛ひ

灰は
い

固
化
物
の

処
理
を
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
か

つ
持
続
的
に
行
う
一
般
廃
棄
物
管

型
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
度
に
工
事
を
着
手
し
ま
し

た
。
今
後
も
地
域
住
民
の
安
全
の

確
保
と
生
活
環
境
の
保
全
を
最
優

先
し
、
平
成
25
年
度
の
完
成
を
目

指
し
ま
す
。

河川アダプト制度が始まる前は年1回、堤防の
草刈りをしていました。草が伸びていたとき

はいつも10袋のゴミがあり、中には自転車が捨て
てあることもありました。今は340㍍の長さを年３
回草刈りしてゴミも少なくなりました。防犯対策と
同じように自分たちのまちは自分たちで守るという
気持ちで地域の環境を守り続けます。

◎中姫城西自治会長　篠宮才
さ い

次
じ

さん（78）

河川景観保
全アダプト

（里親）制
度推進事業

市民の力で川をきれいに

霧島市には大小199の河川があります。

河川の全長は510.57㌔で

この河川景観を保全するために、

地区自治公民館や

ボランティア団体などと市が連携して

平成23年度から里親（アダプト）制度を始め、

水辺の環境保全と美化活動を

行っています。

�問＝環境衛生課 ☎（64）0950

第一次霧島市総合計画７つの柱
①快適で魅力あるまちづくり　②自然にやさしいまちづくり　③活力ある産業のまちづくり　④育み磨きあうまちづくり

⑤たすけあい支えあうまちづくり　⑥共生・協働のまちづくり　⑦新たな行政経営によるまちづくり

家庭や工場などから排出される汚水を処理場で浄化し、川や
海をきれいに保つため、下水道の整備促進を行います。平成25
年度は新たに国分隼人地区で14㌶、牧園地区で3.2㌶を整備し
ます。現在の普及率はそれぞれ35.7％と25.1％。

国分隼人地区公共下水道管渠（きょ）整備事業
牧園地区特環下水道管渠整備事業

川と海の水質を守る

本市焼却施設（敷根清掃センター）から出る飛灰固化物の処
理を将来にわたり安定的かつ持続的に行うため、一般廃棄物管
理型最終処分場の建設を行っています。平成24年度から工事に
着手し、平成25年度中の完成を目指しています。

一般廃棄物管理型最終処分場整備事業

安定的な処理を目指して

花を育て、愛し、親しむことによって優しい心を培い、市内
の市道や公園などを「花いっぱい」にするために、地区自治公
民館や学校、企業などに花の苗を配布します。花いっぱい運動
の拡大と定着のためにコンクールを開催し、表彰しています。

花いっぱい運動推進事業

くらしに花と優しさを

自然環境の保全・再生、地球温暖化対策や環境学習などへの
取り組みの一環として実施し、伐採跡地など地域本来の植生で
ある照葉樹へ転換していきます。そのために平成23年度から年
間1万本を目安に、10年間で10万本の植林をしていきます。

10万本植林プロジェクト事業

いのちを育む森づくり

藻
も

場
ば

・干潟や河川の機能の維持・回復や保全活動に取り組んで
いる漁業者や各種組織などに対して支援します。藻場・干潟や
河川は魚などの産卵や稚魚の育成など生き物が多くすむための
役割があり、水産資源の保護・培養と水質浄化を進めていきます。

水面多目的機能発揮対策事業

守り育てる漁業のために

主要事業一覧
事務事業名

公共水域の水質保全

合併処理浄化槽設置整備事業

生活排水対策事業

市営住宅浄化槽改善事業

森林の保全

森林整備事業

森林維持管理事業

森林環境税事業

森林整備加速化・林業再生事業（間伐）

地球温暖化対策の推進

低公害車導入支援事業

住宅用太陽光発電導入支援事業

エネルギー政策推進事業

環境学習の推進

鮎まつり開催事業

環境学習推進事業

生物多様性の保全

生物多様性保全推進支援事業

環境衛生の向上

天降川等河川景観保全推進事業

地域美化活動の促進

地域のボランティア活動の推進事業

環境美化・河川環境保全推進事業

リサイクル等の推進

生ごみ分別リサイクル試行事業

廃棄物の適正処理の推進

ごみ適正処理啓発事業

不法投棄の防止

不法投棄対策事業

廃棄物処理施設の整備・管理

ごみ処理場管理運営事業

�問＝下水道課 ☎（46）7778

�問＝林務水産課 ☎（64）0938

�問＝環境衛生課 ☎（64）0950

�問＝総務課 ☎（64）0915

�問＝衛生施設課 ☎（64）0924

完成予想図

み
ん
な
の
力
を
一
つ
に
し
て

未
来
の
人
々
に
美
し
い
自
然
を

引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
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乱
軍
鎮
圧
に
参
加
し
、
隼
人
同
士
の
戦
い
も

あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

四
　
奮
戦
し
た
隼
人

こ
の
よ
う
に
、
大
伴
旅
人
を
総
司
令
官
と

す
る
大
和
や
九
州
各
国
か
ら
組
織
さ
れ
た
一

万
人
以
上
の
大
軍
が
、
隼
人
征
討
を
目
指
し

て
国
分
地
方
に
殺
到
し
て
来
た
様
子
が
想
像

さ
れ
ま
す
。

当
時
の
大
隅
国
全
域
の
人
口
は
お
よ
そ
二

万
七
千
人
ほ
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
朝

廷
側
の
決
意
の
強
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
隼
人
側
は
人
数
的
に
劣
勢
の
中
、

一
年
半
に
渡
る
抵
抗
を
続
け
、
つ
い
に
陥
落

し
ま
し
た
。

隼
人
の
戦
い
の
様
子
に
つ
い
て
は
次
回
紹

介
し
ま
す
。

（
文
責
：
鈴
）

大お
お
す
み
の
く
に

隅
国
の
建
国
は
、
当
時
の
南
九
州
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
隅
国
が
で
き
て
中
央
か
ら
赴
任
し
た
国
司

た
ち
は
、
国
府
の
建
設
を
進
め
な
が
ら
国
の

基
本
政
策
で
あ
る
律
令
政
治
を
目
指
し
、
郡

や
郷
で
あ
る
下
部
組
織
を
整
え
な
が
ら
、
そ

の
実
現
に
努
力
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
　
大お

お
す
み
の
く
に
の
か
み

隅
国
守
の
殺
害

建
国
に
よ
っ
て
朝
廷
支
配
が
強
化
さ
れ
、

隼
人
の
人
々
は
厳
し
い
制
限
の
中
で
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
租そ

（
耕
作
面
積
に
合
わ
せ
て
治

め
る
税
）・
庸よ

う

（
布
を
納
め
る
税
）・
調ち

ょ
う

（
そ

の
土
地
の
特
産
物
を
納
め
る
税
）
の
徴
収
や

戸
籍
の
作
成
な
ど
に
対
し
て
、
隼
人
た
ち
は
、

強
い
不
満
と
警
戒
心
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

こ
の
不
満
が
爆
発
し
た
の
が
、
建
国
し
て

七
年
が
経
過
し
た
、
養
老
四
（
七
二
〇
）
年

大
隅
国
守
で
あ
っ
た
『
陽や

侯こ
の
ふ
ひ
と史
麻ま

呂ろ

』
の

殺
害
か
ら
始
ま
る
「
隼
人
の
抵
抗
」
で
す
。

『
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』
の
養
老
四
（
七
二
〇
）
年
二

月
二
十
九
日
の
記
事
で
は
、
次
の
よ
う
に
伝

え
て
い
ま
す
。

よ
る
と
、
九
州
の
軍
団
は
、
筑
前
・
肥
後
が

各
四
軍
団
、
筑
後
・
肥
前
は
各
三
軍
団
、
豊

前
・
豊
後
は
二
軍
団
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
て

お
り
、
九
州
全
域
か
ら
動
員
さ
れ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

ま
た
、『
続
日
本
紀
』
の
養
老
七
（
七
二
三
）

年
四
月
の
記
事
に
、「
大
宰
府
言も

う

さ
く『
日
向
・

大
隅
・
薩
摩
の
三
国
の
士し

卒そ
つ

、
隼

し
ゅ
ん

賊ぞ
く

を
征せ

い

討と
う

し
て
、
し
き
り
に
軍
役
に
あ
い
、
か
ね
て
年

穀こ
く

実
ら
ず
し
て
、
互
い
に
飢き

寒か
ん

（
飢
え
や
寒

さ
）
に
迫
れ
り
』（
後
略
）」
と
あ
り
、
日

向
・
大
隅
・
薩
摩
か
ら
も
参
戦
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
注
目
し
た
い
の

は
、
大
隅
国
内
か
ら
も
出
陣
し
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
抵
抗
し
た
人
々
が
大
隅
国
内
の
一
部

の
人
々
で
あ
っ
て
、
肝き

も

坏つ
き

郡
・
大
隅
郡
・
姶

郡
を
は
じ
め
と
す
る
建
国
以
前
か
ら
従
属

し
て
い
た
人
た
ち
は
、
朝
廷
側
に
つ
い
て
反

「
大だ

宰ざ
い

府ふ

奏そ
う

し
て
言も

う

さ
く
『
隼
人
反そ

む

き
て

大
隅
国
守
陽や

侯こ
の
ふ
ひ
と史
麻ま

呂ろ

を
殺
せ
り
』
と
ま
う

す
」

二
　
朝
廷
に
よ
る
隼
人
征
伐

こ
の
出
来
事
を
現
代
風
に
言
い
ま
す
と
、

国
が
任
命
し
た
長
官
（
県
知
事
に
相
当
）
を

殺
害
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
朝
廷
に
と
っ
て

は
国
の
威
信
を
失
墜
さ
せ
る
大
事
件
で
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
大
宰
府
か
ら
の
報
告
か
ら

四
日
後
の
三
月
四
日
に
、
朝
廷
が
隼
人
討
伐

の
勅

ち
ょ
く

命め
い

を
出
し
て
お
り
、
隼
人
の
抵
抗
の
鎮

圧
に
対
し
て
迅
速
な
対
策
を
講
じ
た
こ
と
か

ら
で
も
分
か
り
ま
す
。

朝
廷
は
、
万
葉
歌
人
と
し
て
も
名
高
い
大お

お

伴と
も
の

旅た
び

人と

を
征せ

い

隼は
や

人と

持じ

節せ
つ

大
将
軍
に
、
笠

か
さ
の

朝あ

巨そ
ん

御み

室む
ろ

と
巨こ

勢せ
の

朝あ

臣そ
ん

真ま

人ひ
と

の
二
人
を
副
将
軍
に

任
命
し
ま
し
た
。
持
節
大
将
軍
の
持
節
と
は
、

将
軍
が
出
征
の
と
き
天
皇
か
ら
刀
を
賜た

ま
わ

る
こ

と
で
、
天
皇
の
名

み
ょ
う

代だ
い

と
し
て
軍
隊
を
指
揮
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

古
代
の
軍
制
を
定
め
た
軍
防
令
に
よ
る
と
、

一
万
人
以
上
の
軍
隊
を
動
か
す
時
は
、
副
将

軍
二
人
を
配
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
隼

人
の
抵
抗
の
鎮
圧
に
一
万
人
以
上
の
軍
隊
が

組
織
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

三
　
隼
人
包
囲
網

で
は
、
そ
れ
ら
の
軍
隊
は
、
ど
の
地
域
の

人
々
で
組
織
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
十
一

世
紀
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
類る

い

聚じ
ゅ
う

三さ
ん

代だ
い

格き
ゃ
く』
に

隼
人
の
抵
抗
●❶

昨
年
度
、
本
市
に
お
け
る
食
の
現
状
と
課

題
の
把
握
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
主
食
・
主
菜
・

副
菜
の
そ
ろ
っ
た
食
事
を
ほ
と
ん
ど
毎
日
食

べ
る
人
の
割
合
が
、
本
市
で
は
国
よ
り
も
低

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、「
食
育
で
取
り
入
れ
た
い

こ
と
」
で
最
も
割
合
が
高
か
っ
た
の
が
、「
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
実
践
」
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
実
践
し
た
い
と
い
う
意
識

は
高
い
も
の
の
、
行
動
が
伴
っ
て
い
な
い
現

状
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

「
健
康
な
心
と
体
を
つ
く
る
食
」

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
３
月
に

策
定
し
た
霧
島
市
食
育
推
進
計
画（
第
２
次
）

で
は
「
健
康
な
心
と
体
を
つ
く
る
食
」
に
つ

い
て
次
の
４
つ
を
定
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ

広
く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
、
無
理
の
な
い
と

こ
ろ
か
ら
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１
．
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
た
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
生
活

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
た
日
本
型

食
生
活
の
献
立
形
式
で
食
事
を
と
る
と
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
献
立
形
式
を
も
と
に
、
食

事
の
量
を
「
コ
マ
」
の
形
で
表
し
た
も
の
が

左
の
『
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
』
で
す
。「
主

食
と
副
菜
を
し
っ
か
り
と
っ
て
、
主
菜
は
副

菜
よ
り
も
少
な
め
に
、
牛
乳
・
乳
製
品
と
果

物
も
忘
れ
ず
に
と
る
」
と
い
う
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
。

霧
島
市
に
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を
し
て
い
る
人
が
少
な
い

２
．
欠
食
の
な
い
規
則
正
し
い
食
生
活

１
日
の
食
事
を
規
則
的
に
と
り
、
生
活
リ

ズ
ム
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
健
康
的
な
生

活
習
慣
に
つ
な
が
り
ま
す
。
乱
れ
が
ち
な
生

活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
に
「
早
寝
・
早

起
き
・
朝
ご
は
ん
」
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
食
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
豊

か
な
食
生
活

家
族
や
友
人
と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
食
べ
る
食
事
は
、
心
も
体
も
元
気

に
し
て
く
れ
ま
す
。
誰
か
と
一
緒
に
食
べ

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、「
何
を
食
べ
た

の
？
」、「
お
い
し
か
っ
た
ね
」
と
食
を
通
し

た
会
話
を
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

４
．
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
霧
島
の
旬
の

食
材
・
郷
土
料
理
を
味
わ
い
、
楽
し
め

る
食
生
活

◎�

問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９
０
５

健 康 増 進 課

栄養
バランス

やさしい健康講座
H E A L T H Y  L E C T U R E

100

35.6 41.0 40.1

18.9

39.0
48.2

68.1

（％）

60

40

20

0

80

主食・主菜・副菜のそろった食事を
ほとんど毎日食べる人の割合

食事バランスガイド

妊
婦

０
〜
６
歳
の

保
護
者

35
〜
64
歳

成
人

（
20
歳
以
上
）

65
歳
以
上

20
〜
34
歳

国

本市の旬の食材、郷土料理を知り、食卓に取
り入れましょう。

健康増進課や各総合支所市民福祉課にチラシがあ
ります。

主食・主菜・副菜のそろっている
日本型食生活は栄養バランスがばっちり

シ
リ
ー
ズ
大
隅
国
を
知
る��

❺

野菜、きのこ、
海藻など

あ
い

ら

市食育推進のイメージキャラクター

酢がめ（噛め）ちゃん
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本公演は宝くじの助成を受けて実施しています

E vent ◎イベント情報M usic festival ◎音楽祭

日本で最も熱いフェスティバル　
雄大な自然と音楽のハーモニー。

7/17㈬～8/4㈰

The 34th Kirishima International Music Festival
2013／KAGOSHIMA

⃝
 

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

⃝
 

申
込
期
限
＝
６
月
24
日（
月
）

必
着

◎�

・
＝
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
「
き
り
し
ま
女
性
講
座
担

当
」
☎（
42
）１
１
１
８
、
〒
８

９
９
Ｉ

５
１
９
２
隼
人
町
内
山

田
一
丁
目
11
Ｉ
11

サ
ン・あ
も
り
自
主
講
座

全
て
７
月
か
ら
９
月
に
実
施
し

ま
す
（
全
10
回
）。
申
し
込
み
は

直
接
ま
た
は
電
話
で
。（
先
着
順
）

◎�

・
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

き
り
し
ま
女
性
講
座

女
性
が
生
涯
学
習
を
通
じ
て
潤

い
の
あ
る
心
豊
か
な
生
活
を
実
現

す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
 

対
象
者
＝
市
内
在
住
も
し
く
は

市
内
勤
務
の
成
人
女
性

⃝
 

定
員
＝
70
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

⃝
 

期
間
＝
７
月
～
１
月
、
午
前
９

時
30
分
～
11
時
（
全
７
回
）

⃝
 

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
①

き
り
し
ま
女
性
講
座
②
住
所
③

氏
名
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
と
、

返
信
の
表
面
に
ご
自
身
の
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
、
郵
送
。

⃝
 

場
所
＝
国
分
公
民
館
大
会
議
室

R ecruitment ◎募集

講座名 時間開講日 受講料 定員

太極拳 午後２時～３時30分
７月５日（金） 4,000円 20人

骨盤
エクササイズ

午前９時30分～ 10時30分
７月１日（月） 4,000円 30人

らくらく骨盤
エクササイズ

（初心者向け）
午前10時50分～正午
７月１日（月） 4,000円 30人

たのしいテニス
(初級講座)

午前９時30分～ 11時30分
７月２日（火） 3,500円 15人

回数 開講日 学習課題 講師（敬称略）

1 7/ 6（土） 開講式
アロマでアンチエイジング

薬剤師・アロマセラピスト
鎌田都子（くにこ）

2 8/ 3（土） 栄養について（仮題） 管理栄養士
隈元 羊子

3 9/ 7（土） 男女共同参画社会について（仮題） 鹿児島大学
下敷領 須美子

4 10/ 5（土） 霧島山の魅力を語る
～貴重な映像で自然の神秘伝えます～

写真家
中小路（なかしょうじ）靖

5 11/ 2（土） 源氏物語に描かれた女の人生　
～紫の上を中心に～

志學館大学
山崎桂子

6 12/ 7（土） 骨盤底筋エクササイズ・健康体操 西園  美華ほか
7 1/11（土） きりしまの歴史　閉講式 文化振興課

C hildcare ◎保育

◎�

問
＝
霧
島
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎（
45
）４
９
２
０

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

霧
島
市
に
は
、
８
か
所
の
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

サ
ロ
ン
、
部
屋
・
園
庭
開
放
、
子

育
て
相
談
、
子
育
て
講
座
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
に

よ
る
サ
ロ
ン
・
サ
ー
ク
ル
も
８
か

所
あ
り
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
親
子
で
楽
し
み
、
育
児
不
安

の
解
消
や
友
だ
ち
作
り
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

センター名 所在地　 電話番号
こどもセンター 国分福島一丁目1-25-1 （45）4920

アトムの家（のぐち童夢園） 国分野口西9-45 （73）3387

ひだまり（照明保育園） 溝辺町麓2560 （58）3005

ぴよぴよ（安良保育園） 横川町上ノ4503-1 （73）2371

子育てルンルン（霧島保育園） 霧島田口807 （57）1482

すくすく（牧之原保育園） 福山町福山4930-2 （56）2862

キッズパークきりしま 国分中央三丁目9-20
（国分パークプラザ2F） （48）6886

つどいのひろば
隼人町松永1434-2

（隼人総合福祉センター
内松恵苑）

（43）3729

サロン名 場　　所 日　程
広瀬ふれあいサロン 児童体育館 第3水曜日

福島地区子育てサロン 福島公民館 第1・3金曜日

有下地区子育てサロン 有下公民館 第2・4金曜日

上小川「かみっ子クラブ」 上小川公民館 第2・4水曜日

お出かけ子育てひろば サンあもり 毎週火曜日

親子おしゃべりサロン
霧島市シルバー
人材センター隼人支部

（隼人体育館隣）
第2・4木曜日

育児応援隊「みんみん」 富隈地区公民館 第3火曜日

育児応援隊「みんみんⅡ」 富隈地区公民館 第4木曜日

霧島市地域子育て支援センター一覧
（問い合わせは各支援センターへ）

地域のサロン・サークル一覧
（問い合わせは霧島市こどもセンターへ）

詳細は「きりしま創造舞台」の公式ホームページをご覧ください。

＝�きりしま創造舞台ミュージカル公演実行委員会（逆瀬川
☎080-5240-6560・今村☎090-4773-0245）

販売所　文化振興課、霧島市役所１階売店

主催：大隅国建国1300年記念実行委員会  共催：霧島市・霧島市教育委員会
主管：きりしま創造舞台ミュージカル公演実行委員会
きりしま創造舞台サポート会：㈱鎌田建設、㈱九州タブチ、空港自動車学校、
国分電機㈱、末重建設㈱、曽山建設㈱、㈱タケシタ調剤薬局、テクノクロス
九州㈱、ナンニチ、ナンニチリース、㈱平島、マイクロカット㈱、南日本新
聞国分中央販売所・国分北販売所、熔岩焼薩摩屋（50音順）
特別協賛：㈱平島

ストーリー
地球は温暖化と国々の争いの激化により荒れていた。地球をつ

くった宇宙の創造主たちは現状を嘆き、理想像からかけはなれて
しまった地球の消滅計画を立てる。そして、「消滅させるか」「生か
すか」、最後の検証が始まった。サンプルに選ばれたのは霧島市
に暮らす青年、大輔。創造主は検証のために大輔を大隅国が建
国された1300年前にタイムスリップさせ、1300年の霧島市の歴史
を体験させる。消滅か？存続か？地球の運命は大輔に託された。

タイムスリップした霧島市の若者たちが大隅国が建国された
1300年前から現代までの歴史を旅する。「誇れる郷土」と「命
の継承」をテーマにしたミュージカル。役者、スタッフなど総
勢100人を超す市民が演じ、舞台を作り上げます。

日　時　８月17日（土）開場18:00　開演18:30
　　　　８月18日（日）開場13:00　開演13:30
場　所　霧島市民会館
料　金　大人：1,000円　高校生以下：500円（当日は200円増）
※ サポート会、特別協賛のご協力により霧島市内の小・中・高

校生900人を無料招待。

４月に開設されたアトムの家（のぐち童夢園）

骨盤底筋エクササイズの様子

霧島市の身近なプログラム

霧島神宮 かがり火コンサート
中鉢 聡、神宮の森にこだまする、テノールの名曲、幻想のかがり火コンサート

7月20日㈯ 19：30 ～
霧島神宮
テノール：中

ちゅう

鉢
ば し

 聡
さとし

エレクトーン：神田 将
ゆ き

牧園友の会 霧島友の会

年会費
（入会金

不要）

個人 5,000円

家族
会員

1人入会すると
大人4,000円

高校生以下3,000円
2,000円

法人 20,000円
（会員証3枚発行） −

特　　典

「ミューズメイト（みやまコンセール会員）」に自動
的に登録され、県下で開催される各種演奏会の情
報が毎月届きます。

音楽祭公演チケットの優先予約・会員特別割引を受
けられます。

無料で聴ける公演があります。

無料で音楽祭マスタークラスを聴講できます。

会員手作りの「てのむコンサート」をサポートし、
地元の音楽文化創造に参画できます。（霧島友の会）

申し込み先 文化振興課
☎（45）5111（内線5205） 霧島友の会事務局

（霧島教育振興課）
☎（45）5111（内線5831）

問い合わせ先 霧島国際音楽祭牧園友
の会事務局 ☎（76）0062

友の会より
「友の会」会員とボランティアスタッフの募集
「霧島国際音楽祭友の会」では、音楽祭を地元で支え、多くの方
と楽しむために友の会会員を募集しています。年会費などは表の
とおりとなっています。特典満載ですのでぜひご入会ください。
■�演奏会の受け付けなど、運営のお手伝いをいただくボラ
ンティアスタッフも募集中です。

多くの公演の中から気軽に聞けるコンサートを紹介します
無料

霧島市民音楽祭
7月15日（月・祝） 14：00～ 16：30　みやまコンセール
ヴァイオリン：山本友

と も

重
し げ

エアポート・コンサート
7月22日㈪ 17：30～18：30　鹿児島空港国際線出発ロビー
テノール：中

ちゅう

鉢
ば し

 聡
さとし

　エレクトーン：神田 将
ゆ き

大隅横川駅平和コンサート
7月30日㈫ 20：00頃出演　大隅横川駅
トランペット・ホルン受講生＋金井玲子（かないれいこ）

※臨時便の発着状況により日時が変更になる場合があります。
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市からのお知らせや
募集などの
情報をお届けします。

詳細な情報は掲載されている問い合わせ先に、ご連絡ください。

K i r i s h i m a  I n f o r m a t i o n

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業

☎（45）5111�内線（溝辺6108）（横川6354）（牧園
5522）（霧島5732）（福山6871）

議員と語ろかい
霧島市議会では、議会がより身近なものとなるよう、

議会改革の取り組みとして、市議会議員と市民や団体な
どがテーマに基づき意見交換を行う「議員と語ろかい」を
開催します。詳しくは問い合わせください。
⃝ 参加資格＝市内で事業活動そのほかの活動を行う団

体、市民グループ
⃝ 開催期間＝８月１日（木）～９日（金）　
⃝ 申込方法＝市ホームページで「第10回霧島市議会議員

と語ろかい開催団体募集要領」を確認の上、申込書を
提出。ファクス、メールでも受け付けます。

⃝ 応募期日＝６月26日（水）
・ ＝�議会事務局��☎（45）5111（内線3204）、�℻（64）

0923、メール�gikai@city-kirishima.jp

市営墓地使用者
墓地区画の返還などに伴って、区画に空きがでました

ので、新しく墓地使用者を募集します。
募集区画数以上の申し込みがあった場合には抽選で

決定します。
⃝ 受付期間＝６月12日（水）～７月２日（火）
⃝ 申込方法＝申込窓口で直接申し込む。
⃝ 申込資格＝本市に本籍または住所を有する世帯主で、

５年以内に納骨施設を建立することができること。
⃝ 申込窓口＝本庁環境衛生課、隼人市民課、各総合支

所市民福祉課
⃝ 抽選予定日＝８月７日（水）
⃝ 抽選会場＝霧島市役所国分庁舎602会議室

※永代使用料は抽選会場にて徴収します。
＝環境衛生課環境保全グループ��☎（64）0950

霧島市緊急奨学生募集
市教育委員会では平成25年度霧島市緊急奨学生を募

集しています。詳細については直接お問い合わせいただ
くか、市ホームページをご覧ください。
⃝ 奨学生の資格＝市内に居住する方の子で、学校教育法

に規定する高等学校等または専修学校、大学などに在
学し、世帯の経済状況が急変したことにより学費の支払
いが困難と認める方（ほかの奨学資金との併用は不可）。

⃝ 貸与月額（平成25年度現在）＝高校など18,000円以
内、大学など44,000円以内（全て無利子。）

⃝ 貸与期間＝貸与決定月から、貸与を受ける方が在学す
る学校の正規の就業期間を終了する月までの間。

⃝ 返還＝卒業の翌月から起算して１年後から貸与額を高
校などは８年間、大学などは10年間で、月賦、半年賦
または年賦で全額を返還。

⃝ 募集締切＝平成26年３月31日（月）
⃝ 申込先＝教育総務課教育政策グループ、国分教育総

務課教育グループ、各出張所教育振興課教育グループ
＝教育総務課教育政策グループ��☎（42）1115

パソコン講座
601 ／デジタルカメラ入門講座

７月10日（水）
103 ／パソコン基礎講座（入門コース）

７月16日（火）、17日（水）
104 ／パソコン基礎講座（再チャレンジコース）

７月18日（木）、19日（金）
⃝ 時間＝各コース午前９時30分～午後３時30分
⃝ 受講料＝ 103 ・ 104 1,000円、  601 500円
⃝ 会場＝メディアセンター
⃝ 定員＝各20人（市民対象）
⃝ 申込方法＝往復はがきに講座番号、講座名、住所、氏

名、電話番号を記入し郵送※ 103 と 104 は同時に申
し込めません。

⃝ 申込締切＝  601 ６月24日、 103 ・ 104 ７月２日（必着）
⃝ 受講決定＝はがきで通知。（申込多数の場合は抽選）

・ ＝メディアセンター��☎（64）0919、
〒899-4394�国分中央三丁目45-１

天降川地区共同利用施設情報
■いろいろな料理に使える万能めんつゆ作り講座
⃝ 日時＝７月17日（水）午前９時30分～ 11時30分
⃝ 対象／定員＝成人男女／各６人　
⃝ 準備するもの＝筆記用具・エプロン・三角きん
⃝ 場所＝加工室
⃝ 受講料＝1,800円（材料費込み）※大瓶（660cc）３本分

のめんつゆを持ち帰りできます。
⃝ 申込方法＝直接または電話で。

・ ＝天降川地区共同利用施設��☎（43）1951

交通遺児奨学生募集
保護者等が道路における交通事故で死亡したり、重い

後遺障害で働けないため、経済的理由で修学が困難な
高等学校以上の生徒・学生に奨学金を貸与して、教育の
機会均等を図り、社会有用の人材を育成することを目的と
しています。高校、大学、大学院、専修学校など、学校
別でそれぞれ募集期限や貸与額等が異なりますので、詳
細については直接交通遺児育英会に問い合わせください。
＝公益財団法人交通遺児育英会��☎0120（521）286
（平日午前９時～午後５時30分）

お知らせ
霧島市長選挙、市議会議員選挙

平成25年11月26日任期満了に伴う霧島市長選挙と霧
島市議会議員選挙の日程が決まりました。
⃝ 告示日＝11月10日（日）
⃝ 投票日＝11月17日（日）
⃝ 開票日／開票場所＝11月17日（日）／隼人体育館
＝選挙管理委員会事務局��☎（42）1143

国民健康保険税の納税通知
国民健康保険税の納税通知書などについて、納付書

または、口座振替で納めている方は６月に、年金引き落
とし（特別徴収）で納めている方については、７月に送
付いたします。

平成25年度から新たに特別徴収にて納付される方も
同様の扱いとなります。
＝税務課市民税グループ��☎（64）0884、各総合支
所地域振興課税務グループ（福山市民サービスセ
ンター・隼人庁舎は除く）�

「かたり統計調査」にご注意を
最近、「国勢調査の者」などと称して、電話で家族構成

や資産状況などを聞き出そうとする事例が発生しています。
公的な統計調査を電話で実施することはありません。

不審な電話調査には回答しないようにしましょう。なお、
次回の国勢調査は平成27年度に行われます。
＝情報政策課統計グループ��☎（64）0933

国指定記念講演会
「天降川流域の火砕流堆積物」を語る

平成25年３月27日に「天降川流域の火砕流堆積物」が
国の天然記念物に指定されました（詳細は５月上旬号に
掲載）。これを記念して講演会を開催します。（入場無料）
⃝ 日時＝６月29日（土）午後１時30分～３時30分
⃝ 場所＝国分シビックセンター多目的ホール
⃝ 演題／講師＝「天降川流域の植生環境」／寺田仁志さ

ん（鹿児島県立博物館学芸主事）、「天降川流域の地形・
地質」／大木公彦さん(鹿児島大学名誉教授）

⃝ 申込方法＝電話で。
・ ＝文化振興課文化財グループ��☎（42）1119

男女共同参画週間のお知らせ
６月23日から29日は男女共同参画週間です。本年度

の標語は「紅一点じゃ、足りない。」です。職場、学校、
地域、家庭で、男性も女性も、それぞれの能力と個性
を発揮できる「男女共同参画社会」。その実現のために
は、皆さん一人一人の取り組みが必要です。

この機会に皆さんと一緒に男女のパートナーシップ
について考えてみませんか。身の回りのできることから、
男女共同参画社会を実現させていきましょう。
＝企画政策課男女共同参画推進グループ�☎（64）0914

第６回霧島市民音楽祭
市内で活動する音楽団体をはじめ、ゲスト演奏者（霧

島国際音楽祭関連アーティスト）との共演や、フィナーレ
での出演者と観客が一体となった愛唱歌の合同演奏な
どがみやまコンセールに響き渡ります。さらに、特産品
の販売も行います。ぜひ会場で、素晴らしい音楽をお
楽しみください。
⃝ 日時＝７月15日（月）【海の日】午後２時から
⃝ 会場＝霧島国際音楽ホール（みやまコンセール）
⃝ 参加団体＝高千穂小学校（金管バンド）、牧之原小学

校（合唱）、隼人中学校（吹奏楽）、霧島神宮（雅楽）、文
化協会霧島支部三味線教室（三味線）、きりしま創造舞
台（ミュージカル）

⃝ ゲスト出演者＝山本友重（ヴァイオリン奏者）、入来慶
子（ピアニスト）

⃝ 入場料＝無料。ただし入場整理券が必要。（入場整理
券は国分シビックセンター総合案内・互助会、文化振興
課、教育委員会各出張所などに置いてあります）
＝文化振興課��☎（42）1119

募　集
市営住宅の入居者募集

国分・隼人地区の市営住宅（５月31日までに入居準備
のできた部屋）の入居者を募集します。希望の方は申し
込みください。

申し込みは団地ごとに受け付け（１世帯１団地に限る）、
申込多数の場合は抽選となります。
⃝ 申込書の配布・受付期間＝６月17日（月）～ 28日（金）
⃝ 抽選日＝７月９日（火）
※申し込みについては所得制限などの条件があります。
※ 部屋の詳細は市ホームページをご覧になるか、問い合

わせください。
※ 中所得者向けの特定公共賃貸住宅、国分・隼人地区を

除く市営住宅は、随時募集しています。希望の方は申
し込みください。
＝国分隼人地区は建築住宅課住宅グループ��☎（64）
0909、そのほかの地区は各総合支所産業建設課�

墓地名（所在地） 空き区画数 永代使用料 区画面積

宇都墓地
（国分上小川3679番地）

2 20,000円 5.00㎡
3 16,000円 4.00㎡

久保山墓地公苑
（溝辺町崎森2809番地2） 5

58,320円 6.48㎡
しもづる墓地公苑

（溝辺町竹子164番地3） 4
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

先
日
、
私
が
帰
宅
し
た
時
、

制
服
姿
で
菜
園
の
草
む
し

り
を
し
て
い
る
小
４
の
娘
の
姿
が

…
。
娘
は
学
校
か
ら
帰
っ
た
の
に
、

家
の
鍵
を
忘
れ
て
い
て
家
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
ふ
と
「
草
む
し
り
を

し
て
待
っ
て
お
こ
う
」
と
思
っ
た

ら
し
く
、
黙
々
と
草
む
し
り
を
し

て
い
ま
し
た
。
自
主
的
に
し
て
い

た
草
む
し
り
、
親
と
し
て
娘
の
頼

も
し
い
一
面
が
見
ら
れ
う
れ
し
く

思
っ
た
日
で
し
た
。（
桜
・
華
や

か
30
代
女
性
）

●

子
ど
も
は
日
々
成
長
し
ま
す
。

つ
い
こ
の
間
ま
で
庭
を
走
り
回
る

だ
け
だ
っ
た
子
ど
も
が
、
草
取
り

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。「
桜
・

華
や
か
」
さ
ん
の
後
姿
を
見
て
い

た
の
で
し
ょ
う
ね
。

４
月
か
ら
愛
息
子
が
小
学
生

と
な
り
、
早
い
も
の
で
１

か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
遅
寝
遅
起

き
の
習
慣
を
な
か
な
か
変
え
ら
れ

ず
、
叱
咤
激
励
し
な
が
ら
毎
朝
８

時
ぎ
り
ぎ
り
に
小
学
校
ま
で
母
子

で
ラ
ン
ニ
ン
グ
状
態
で
す
。

新
生
活
に
わ
が
子
も
慣
れ
始
め

た
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
母
親

の
私
自
身
も
直
前
の
入
学
準
備
品

の
購
入
・
名
前
書
き
に
始
ま
り
、

入
学
式
・
交
通
安
全
教
室
・
家
庭

訪
問
・
授
業
参
観
・
そ
の
ほ
か
の

会
合
行
事
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
く
感

じ
、
な
ん
と
か
や
っ
と
体
も
慣
れ

て
き
た
感
じ
が
し
ま
す
。

息
子
は
『
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

♪
』。
私
は
不
慣
れ
な
『
へ
と
へ

と
の
新
米
保
護
者
一
年
生
？
』
で

す
が
、
ほ
か
の
お
母
さ
ん
方
を
見

習
い
早
く
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
は
お
マ
マ
♪
42
歳
女
性
）

●

入
学
の
準
備
品
購
入
、
名
前
書

き
と
、
夜
遅
く
ま
で
眠
い
目
を
こ

す
り
な
が
ら
の
入
学
準
備
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
愛
す

る
子
ど
も
の
た
め
に
頑
張
る
母
の

優
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

５
月
号
の
「
い
じ
め
の
な
い

学
校
」
の
記
事
を
読
み
ま

し
た
。
上
小
川
小
の
隣
に
あ
る
学

童
で
行
わ
れ
て
い
る
子
育
て
サ
ロ

ン
に
何
度
も
参
加
し
て
い
て
子
ど

も
た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
池

田
さ
ん
に
も
お
会
い
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

池
田
さ
ん
を
は
じ
め
、
た
く
さ

ん
の
方
々
が
サ
ロ
ン
の
運
営
に
協

力
し
て
い
て
若
い
世
代
の
親
・
子

ど
も
た
ち
に
「
み
ん
な
で
仲
良
く

協
力
し
て
生
活
・
活
動
す
る
」
こ

と
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
親
切
で
見
習
う
こ

と
が
多
く
、
頭
が
下
が
り
ま
す
。

親
が
自
信
を
持
っ
て
「
優
し
く
、

た
く
ま
し
く
、
元
気
よ
く
」
生
活

し
て
い
け
れ
ば
子
ど
も
た
ち
も
学

ん
で
く
れ
る
は
ず
。
い
じ
め
の
な

い
良
い
社
会
に
な
る
よ
う
親
の
私

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。（
３
ぶ
ー
た
ん
マ
マ
31
歳

女
性
）

●

「
君
は
君
、
我
は
我
、
さ
れ
ど

仲
良
き
」。
互
い
の
違
い
を
認
め
、

相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
い
い
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
大
人
が
子
ど
も
に
そ
の

姿
を
見
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

最
初
に
見
出
し
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
「
い
じ
め
」

は
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
少

し
で
も
私
た
ち
、
親
、
大
人
が
子

ど
も
た
ち
の
様
子
の
変
化
に
気
付

き
、
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
の
味
方
だ
と
い
う
こ
と

を
伝
え
続
け
る
こ
と
で
、
最
悪
の

事
態
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
は
身
の
周
り
の

身
近
な
人
が
気
付
い
て
あ
げ
る
べ

き
で
す
。（
ピ
ー
ス
44
歳
女
性
）

●

子
ど
も
が
大
き
く
な
る
と
悩
み

も
多
く
な
り
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み

で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

４
月
に
東
京
か
ら
転
入
、
霧

島
市
民
に
な
り
ま
し
た
。

お
い
し
い
空
気
。
視
界
に
入
る
緑

の
鮮
や
か
さ
に
体
の
中
が
活
性
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

10
歳
の
子
ど
も
の
視
力
が
こ
ち

ら
に
来
て
１
か
月
で
Ｃ
か
ら
Ａ
ラ

ン
ク
に
上
が
り
ま
し
た
。
人
ご
み

に
出
る
と
過
呼
吸
が
出
て
い
た
私

も
夜
は
不
眠
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

も
な
く
な
り
、
田
ん
ぼ
の
カ
エ
ル

の
合
唱
に
心
地
よ
く
熟
睡
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
健
康
あ
っ
て
の
日
々
の

生
活
。
数
々
の
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
』
に
行
き
た
い
で
す
。（
ぷ
る

ん
45
歳
女
性
）

●

霧
島
市
に
住
ん
で
い
る
だ
け
で

健
康
に
な
っ
て
い
く
な
ん
て
自
然

治
癒
力
が
働
い
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。４

月
か
ら
次
男
も
大
学
進
学

の
た
め
巣
立
っ
て
い
き
ま

し
た
。
夫
と
二
人
で
さ
ぞ
か
し
寂

し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な

ん
と
、
あ
ま
り
ど
う
っ
て
こ
と
な

か
っ
た
の
で
す
。
以
前
は
朝
か
ら

の
弁
当
作
り
、
夜
遅
く
の
送
り
迎

え
と
何
か
と
時
間
を
気
に
し
て
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
今
で
は
時
間
が
た
っ
ぷ

り
あ
っ
て
夫
婦
で
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

散
歩
、温
泉
を
楽
し
み
つ
つ
、じ
っ

く
り
仕
事
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
会
話
に
し

な
が
ら
お
互
い
に
夫
婦
仲
良
く
健

康
維
持
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

思
わ
ず
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
も
は
が

き
を
出
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

（
Ｍ
・
Ｓ
ま
だ
若
い
つ
も
り
48
歳

女
性
）

●

ご
ち
そ
う
さ
ま
。
見
事
な
お
し

ど
り
夫
婦
ぶ
り
、
新
婚
生
活
が
再

ス
タ
ー
ト
し
た
感
じ
で
す
ね
。

広
報
き
り
し
ま
５
月
号
の
よ
も

ぎ
も
ち
を
読
ん
で
思
い
出
し
ま
し

た
。
Ｏ
１
５
７
の
問
題
が
出
始
め

て
止
め
た
こ
と
は
記
憶
に
あ
り
ま

す
。
今
は
私
も
年
を
と
り
ま
し
た

の
で
昔
の
よ
う
に
は
動
け
ま
せ
ん
。

若
い
方
々
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
チ
イ
ば
あ
ち
ゃ
ん
85
歳
女
性
）

●

長
年
、
地
域
の
方
々
の
た
め
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
さ
れ
て
き
た

の
で
す
ね
。
身
近
の
方
々
と
関
わ

り
を
持
つ
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

す
。６

月
２
日
に
い
よ
い
よ
入
籍

し
ま
す
。
と
っ
て
も
楽
し

み
で
す
。
幸
せ
で
温
か
な
家
族
に

な
っ
て
い
き
た
い
な
。

行
政
が
出
さ
れ
た
ク
ー
ポ
ン

券
。
そ
し
て
、
絵
は
が
き

驚
き
ま
し
た
。
す
ご
い
発
想
で
す

ね
。
観
光
霧
島
の
Ｐ
Ｒ
で
す
ね
。

本
当
に
霧
島
市
は
ど
こ
に
行
っ
て

も
素
晴
ら
し
い
の
が
現
実
で
す
。

犬
飼
滝
の
は
が
き
は
知
人
に
送
り

ま
す
。

最
近
は
あ
ま
り
大
き
く
行
わ
れ

ま
せ
ん
が
、
昭
和
50
年
代
か
ら
60

年
代
ま
で
は
敬
老
の
日
に
生
活
研

究
グ
ル
ー
プ
で
ふ
く
れ
菓
子
を
10

箱
ほ
ど
作
っ
て
お
年
寄
り
１
６
０

人
く
ら
い
に
差
し
上
げ
、
喜
ん
で

い
た
だ
い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

ふ
く
れ
菓
子
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

付
け
て
届
け
て
い
ま
し
た
。
何
年

続
け
た
か
忘
れ
ま
し
た
が
小
浜
グ

ル
ー
プ
で
し
て
い
ま
し
た
。

先
日
、
５
月
12
日
に
は
市
民
会

館
の
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
に
夫
婦

（
も
う
す
ぐ
）
で
出
演
し
、
伴
奏

し
ま
し
た
。
好
き
な
こ
と
が
同
じ

で
本
当
に
幸
せ
。
ス
テ
ー
ジ
に
一

緒
に
上
が
れ
て
良
か
っ
た
。（
南

ち
ゃ
ん
25
歳
女
性
）

●

趣
味
が
音
楽
な
ん
て
国
際
音
楽

祭
が
開
か
れ
る
霧
島
市
に
ぴ
っ
た

り
の
ご
夫
婦
で
す
。
い
つ
ま
で
も

す
て
き
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
家
庭
に

響
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
に
15
通
の
は
が
き
が

あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
文
章
は
添
削
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

若者掲示板
サークルや地域おこしグ

ループなど活動紹介や会員

募集を掲載しています。

向花Jrバレーボールスポーツ少年団
�問＝高木 ☎090（7298）4778

向花Jrバレーボールスポーツ少年団
では部員を募集しています。バレー
ボールを通して、あいさつのできる子・
思いやりのある子を育てていきます。
体験からでもいいので、一緒にバレー
ボールをしましょう。

APLiT
�問＝西園 ☎080（5281）1410

アプリットは、リハビリテーション・
介護・福祉分野の若い専門職が集ま
り「地域に住むお年寄りや障害がある
方々の手助けをしたい」という思いで
結成しました。まだまだ駆け出しです
が、みんなで楽しく活動していきます。

松延美代子さん（溝辺町）

５号から新コーナー「若者掲示板」
が始まりました。「私たちダンスやっ
ています。一緒にダンスしませんか」
とか「私たちボランティア活動やっ
ています。声をかけてください」など、
サークルや地域おこしグループの活
動紹介や会員募集をしませんか。
�問 =秘書広報課広報広聴グループ

☎（64）0955

新コーナー
募集

若い人限定
�○
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〈随ずいそう想〉

6PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

下野竜也をはじめ数々の演奏家が巣立ったMBCユースオーケストラが初登場。海老原
光指揮でチャイコフスキー国際コンクール最高位の川久保賜

たま

紀
き

と共演。本格的なオー
ケストラの名曲が国分のまちに響く。一般と高校生以下のチケットをペアでプレゼント。
◦日時＝7月26日（金）19:00 ～、霧島市民会館、［全席自由：一般1,000円、高校生以下500円］

＝霧島市民会館��☎（64）0926

「霧島国際音楽祭in国分」の
チケットをプレゼントします

歴
史
を
学
び
、未
来
を
創
る

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

昭
和
62
年
、
県
議
会
議
員
に

初
当
選
を
果
た
し
た
こ
ろ
、
新

聞
記
者
か
ら
26
年
後
に
大
隅
国

が
建
国
さ
れ
１
３
０
０
年
を
迎

え
る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
を

ひ
も
と
き
、
歴
史
研
究
家
の
皆

さ
ま
か
ら
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

市
長
に
就
任
後
、
直
ち
に
指
示

を
出
し
、
そ
れ
に
見
事
に
関
係

職
員
が
応
え
て
く
れ
て
、
広
報

誌
で
意
識
を
醸
成
し
な
が
ら
、

今
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
的
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
主
体
的
な

取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

国
分
進
行
堂
が
発
行
す
る
地
域

情
報
誌
「
モ
シ
タ
ー
ン
き
り
し

ま
」
で
は
特
集
で
連
載
さ
れ
、

そ
の
記
事
を
隼
人
宮
内
会
は
一

冊
の
本
「
ハ
ヤ
ト
の
国
」
と
し

て
発
刊
。
古
絵
図
を
描
く
会
で

は
「
奈
良
時
代
の
国
府
・
国
分

寺
の
あ
る
国
分
の
様
子
」
な
ど

数
枚
の
大
絵
図
を
作
成
。
霧
島

郷
土
史
研
究
会
で
は
ハ
ヤ
ト
の

実
態
に
迫
っ
た
「
曾そ

の
隼
人
」

を
発
刊
。
商
工
会
議
所
青
年
部

で
は
霧
島
国
分
夏
ま
つ
り
の
神み

輿こ
し

に
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
な
ど
大
隅

国
に
ま
つ
わ
る
山
の
作
成
が
進

み
、
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
練

習
も
熱
を
帯
び
て
き
て
い
ま
す
。

歴
史
を
学
び
、
生
か
す
の
は
い

つ
で
す
か
？
今
で
し
ょ
！

◎人口／128,120人（＋583）
男性／ 61,755人（＋487）
女性／ 66,365人（＋ 96）
出生 89人／死亡 96人
転入1,623人／転出1,031人
◎世帯数／59,413世帯（＋725）

（平成25年５月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

「ここには、すごくきれいな渓谷がある
んだよ」。自慢げに話す地元の方の言
葉に誘われ、その場所に行くと、そ
こには神秘的な光景が広がってい
ました。長い年月をかけて作られた
渓 谷、その圧倒的な存在感は、ま
さに「アート」。写 真を撮ることを忘
れ、しばし見とれてしまいました。（み）
※ 現場は急斜面です。行くときは十分注意

してください。雨の日などの滑りやすい
時は、行かないようにしてください。

秘境「桂内渓谷」
（霧島小学校近く）

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18 ～ 55㎜
F2.8　0.6　 F11　 ISO400

広報誌に付けたクーポン券が好評です。これまで、あまり使ったこ
とはなかったのですが、勇気を出して使ってみると店員さんが快く

対応してくれました。初めて知る店もあって、発見する喜びと、お得感
で出かけるのが楽しみになりますよ。皆さんは、もう使いましたか（み）

記念すべき初めての取材は、国分高校の創立100周年記念登山。日
ごろの運動不足の不安が的中し何度も途中で下りたくなりました。

でもやっとの思いで登った頂上の気持ちのいいこと。取材に来たはずな
のに、思い切り生徒の一員になっていました。諦めないことって大事（か）

柔道日本一の人を取材。どんな猛者かと思いきやかわいい笑顔が印
象的な前田さん。試合や合宿前の忙しい時、度重なる取材依頼

にも笑顔で応えてくれました。信念と夢を持ち、素直な心で努力を続け
る姿に感動。いつか夢のオリンピック金メダルを私も応援しています（う）

自宅に来客があり、玄関入口の小さな花壇を見て「まあ、きれいな
花壇」と言った。ここ何年か草ぼうぼうで本当に久しぶりに花を植

え見事な出来栄え。続いて振り返りざま広い庭を見て言った。「わあ、き
れいなクローバー畑。うちも欲しい」。だったらあげる。夏は嫌だあ（た）

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

今月の表紙

仕
事
を
覚
え
始
め
た
24
歳
の
こ
ろ
、

知
人
の
勧
め
で
霧
島
商
工
会
議
所

青
年
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
入
っ

た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、
何
を
す
る

団
体
か
も
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
た
く
さ
ん
の

事
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
し
た
。
霧
島
商
工
会

議
所
青
年
部
に
入
部
し
て
、
は
や

12
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
先
輩
方
の
背
中
を
追
い
か
け
て
、

多
く
の
事
業
を
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

霧
島
商
工
会
議
所
青
年
部
は

「
人
づ
く
り
・
街
づ
く
り
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
し
て
お
り
、
創
意
と

工
夫
で
乗
り
越
え
る
行
動
力
を
身

に
つ
け
、
文
化
の
継
承
な
ど
地
域

を
支
え
る
若
手
経
済
人
と
し
て
、

現
在
42
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

霧
島
市
に
は
、
夏
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
今
年
で
49
回
を
数
え

る
霧
島
国
分
夏
ま
つ
り
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
ち
ら
も
霧
島
商
工
会
議

所
青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て
運
営

し
て
い
ま
す
。

来
年
に
は
記
念
す
べ
き
第
50
回

を
迎
え
る
重
要
な
こ
の
年
、
私
が

実
行
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

私
の
夏
ま
つ
り
の
思
い
出
は
、

小
学
生
の
こ
ろ
に
担
い
だ
御み

こ
し輿

や
、

袴は
か
まで

街
な
か
を
練
り
歩
い
た
こ
と
、

そ
し
て
八
坂
神
社
に
飾
っ
た
灯
籠
、

書
道
展
示
な
ど
で
、
今
も
色
鮮
や

か
に
胸
に
残
っ
て
い
ま
す
。
私
が

そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
夏
ま
つ
り

が
終
わ
る
と
子
ど
も
た
ち
は
た
だ

た
だ
楽
し
か
っ
た
と
帰
っ
て
行
き

ま
す
が
、
や
が
て
そ
の
子
ど
も
た

ち
の
心
の
中
に
楽
し
い
思
い
出
の

一
場
面
と
し
て
き
っ
と
残
り
ま
す
。

私
た
ち
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
は
７

月
ま
で
本
業
の
合
間
を
縫
っ
て
御

輿
制
作
か
ら
、
総
踊
り
の
受
け
入

れ
準
備
、
協
賛
活
動
な
ど
数
多
く

の
準
備
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
決

し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子

ど
も
た
ち
の
心
に
残
る
思
い
出
と
、

当
日
の
笑
顔
を
思
う
と
そ
の
苦
労

は
報
わ
れ
ま
す
。

来
年
の
夏
ま
つ
り
は
節
目
の
第

50
回
。
こ
れ
か
ら
霧
島
国
分
夏
ま

つ
り
が
20
年
、
30
年
と
続
く
な
か

で
、「
人
づ
く
り
・
街
づ
く
り
」

の
精
神
で
、
こ
の
街
が
こ
れ
か
ら

も
魅
力
あ
る
街
と
な
り
、
次
の
世

代
の
若
者
に
も
私
た
ち
の
思
い
を

引
き
継
い
で
い
け
る
、
引
き
継
い

で
い
き
た
い
、
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
挑
戦
し
続
け
た
い
で
す
。

よ
く
「
仕
事
と
青
年
部
の
両
立

は
難
し
い
の
で
は
」
と
聞
か
れ
ま

Profile
おかもと  しんいち（36）
霧島市国分出身。20歳から国
分広瀬の有限会社岡元鈑金塗
装工場に勤務。さまざまな業
種の人々と交流したいと考え、
24歳で霧島商工会議所青年部
に入部し、平成22年、23年に
は青年部会長を務める。昨年
からは小学校のPTA会長も務
め、仕事と教育、青年部活動
と多忙な日々を送っている。

思いを一つに青年の力を
◎岡元  伸一

皆
さ
ま
、
霧
島
商
工
会
議
所
青

年
部
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

私
は
国
分
広
瀬
で
車
の
鈑
金
塗

装
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

20
歳
で
修
理
工
の
世
界
に
入
り
、

す
。
確
か
に
難
し
い
で
す
。
し
か

し
、
仕
事
が
あ
り
な
が
ら
も
青
年

部
活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
仕
事

の
効
率
化
を
図
り
時
間
を
作
る
。

青
年
部
活
動
は
苦
し
さ
の
中
で
、

通
常
で
は
分
か
ら
な
い
多
く
の
事

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
霧
島

市
で
事
業
を
営
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
経
営
者
ま
た
そ
の
後
継
者
で
年

齢
40
歳
以
下
の
方
、
愛
す
る
故ふ

る

郷さ
と

の
た
め
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。

最
後
に
、
仕
事
と
青
年
部
活
動

で
家
を
留
守
に
す
る
こ
と
が
多
い

私
を
、
い
つ
も
支
え
て
く
れ
る
家

族
に
、
そ
れ
か
ら
全
て
の
青
年
部

関
係
者
に
、「
感
謝
」。

勇
壮
な
国
分
寺
御
輿
競
争
の
台
上
が
り
か
ら

掛
け
声
を
上
げ
る
岡
元
さ
ん
（
今
年
の
霧
島

国
分
夏
ま
つ
り
は
７
月
13
・
14
日
に
開
催
）

◎お便りをくださった方の中から「霧島国際音楽祭in国分」のチケットを５人の方にプレゼント。 応募締め切りは６月20日（木）当
日消印有効です。※当選の発表は、商品の発送を持ってかえさせていただきます。

今
回
は
晴
れ
の
日
、
雨
の
日
、
暑

い
日
、
寒
い
日
で
も
楽
し
く
遊
べ

る
霧
島
地
区
の
霧
島
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

霧島保健福祉センター

広 々とした館内は土足厳禁のじゅ
うたん張り。奥のプレイルーム

には木製の三輪車や積み木などおも
ちゃがそろっています。絵本、授乳
室もあり、冷暖房完備で夏は涼しく、
冬は温泉熱を利用した床暖房で暖か。
国分市街地からでも車で約20分。浦
上斉子（なおこ）さん（写真中央）は「広
くてとてもきれい、雨の日にも利用
したいです」と話してくれました。

◎休みは土日祝日、年末年始。開館時間は午前８時15分～午後５時
◎使用料無料（予約不要）

センターの隣には市営の温泉施設「神之湯」（☎57-3901）があります。子ども
と遊んだ後は、乳幼児無料の温泉はいかがですか。家族湯あり。入浴料：大人
360円、小学生以上140円。

�問＝霧島保健福祉センター（霧島市霧島田口500）  ☎（64）8086

ワ
ー
グ
ナ
ー
：
マ
イ
ス
タ
ー
シ
ン
ガ
ー
前
奏
曲
、

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
：
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲

ホ
短
調
、ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク：交
響
曲
９
番
「
新

世
界
よ
り
」
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